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爾籔縄竃鰯ゆよぼ冨
一ぬ航ぬ 郷ま鰯電諌めて能竈る⑳卵一い薮鰯薦１薇閥う

《溝騒魂賊い聾こへ》
あ０）簾災かξダ 咋 准が滋 ぎ弔 篠嚢一饗へび）

努 カ は 綴 け農）れ て い る も グ）０）そσ）歩 み は

避 々 と し て 鱗 が ゆ い ば か り で あ 為。、 あ ら

ためて被災誉枇たカ冷には心からお蒐搬

い師１し１二げるとともにで慈るだけ弊期に

本球の他溢が復漁することを綴・）てやみ

ま せ ん。

鳶て、 あσ）蹄以 來 「体鳶る一 というこ

とグ）一毅昧を潜支なお したｌ１本人は少なく

ないはずである。 人瀬は雌蛾１二に；紗１↓

て か ら 幾 多尊）鰯 鱗 に 腹１鮒 し、 そグ）陵 に 袴

え、 終 悩 し、 努 カ し、 薙 り 艦
え て 慧 た、，

そ して糠々な棄臓 を維駿を徽み 蔵ね肯 倣

σ刈三物がなしえなか一）た米餓倫の飛逮を

滋げて慈た。 特 に人機σ）鐙い臓 史からみ

る＆ ごく鍛 脳 鳩 ん０）短い郷燗 に吊 科学

蟹
ス イ ス アイ 滋一 貌 蟹入 り Ｑ；こ

姦る爾 慈鱒ｒア灼ブス登鐙し

危竃泰の稚譲 畿鰯次郊ここ

に蔓震墨 Ｊ鰯 徽竈㈱ ｎｏ㈹；；竃重

Ｊ１圏Ｑ削１Ｗ轟 ㈹ 仏／９鋤

ｓ１鯛鼻＄ 細 剣

披徽は懲像を熾える漉松奮遂げた圭， しか

し１｛１然 の カ は そ の 畿 徽 を一一・麟ぴ）う ち に 艦

に餓してし護う。 私たち人類は１詞然グ）働

戚 奮 熱 鋤 し て い た は ず で は な か っ た拶）か、

いや、 科学搬撚のもたらす麟瀞なる 倹柵

の巾で、いつ の閥にか私たちは 「欝々と

雛 に 繊 り
．
１続 け て 蓬 た¢）で は な い だ ろ う か。

堵）が溝鱗の槻状に１｛を；賛；けれ ば、 逝堺

学カ狐 ドが糾ばれ、 機務猪が漱繊地ぼか

ら他校に 「流搬」 する猟鍛 が瀞 しいぶう

だ。 踏代０）移り鍵わりと＆もに人や秦１臓

ｏ）在 り よ う も 蜜 化 す る の は｝ｊ隻然ｏ）こ ＆ で

ある躬 しかし形 が裟乗）みう とも孝）が｛簿鱗

に流枇ている丑）ＮＡは褒わ らな いもσ）＆

儒じている、、 縛びわが撒陵に燃慈が災り

傑洲 した人物 が 制吾１き批んことを綴う。

い護、「鱒浪沙で 鵜をとり、 崎グ洲≡救に

淡 も １二が・） た」 糠 榊 を、 機 り を 胸 に 秘 め

「鰍かなる 付獲」 奮敏行 した一薮氣を Ｈ １

絡 び 塔 え て み た い。
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㊥璽露驚嚢鰻ζる
参 箪餐層 副家薪 翻次郎 （藤漂麗 人 釧 園 塗） が隻 譲れてち 漆うど 柵 ｏ隼に当危 る。

申央気象台に勤務し竃土山籔象レータ」 設霞の賛怪奮として犬役覆繁花し淀 （漏料

沃 ギプ○ ジヱク トＸ」 繁１團１；＝：怒蟹場） 新魍二焚郎 が、 なぜ小 畿麺霧竃、 しか亀休繊

闘亀 なく膨 大な嚢の作 騒竃警竃綴け 危のか、 その腰動力は 煽淀ｂ 淀ので務 るうか軸

新囲次郎竜

突皆動かしたもの

ぶく、 幾鱗燃てい慈 ん０） 腕素泌 搬は

徽養ている」 がベストセラーになっ たこ

とが鯛 激＆なったとか吊 鍍に対すゐ鮒抗

一薮 織 か ら な どと１欝 わ 机 る が、 …・番 は 謙 耕

ψ）ためといろ槻爽約翼鮎 だと新１別次 蜘等

禽が１推ミ夢坤 で識っている。 爽際 竈流枇

る搬…」１ が脇る以、繊に、 灘科棚
教科欝の

筑鍛ｏ）蹴分を執錐 していたし、 脇版には

築らなかっ たが小蓋蚊も欝いても、たむ 濠た

幾 が 滴 州 か ら 引 慧、
１二げ た ＆ 慈グ）馳 録 を’護葦；

慈ためた大学ノー トを叔父藤燦朕５二１物 と

ころに擁あ 込ん だのは 捌１二１次 蜘罰鍛であ

り、 そ狐が慈っ かけで 舳級に勇㌧ たヴ）で

あ る、、 と は い え一幾 の 本 が 売 れ 衛
名 に な…）

終藩も増吏てその搬待を夫がすると＝い・）

た状況は撃北 して心櫨やかではなか・）た

はずだ。 したがって ギ対航一
滋織」 もあな

がち鵬ではなかるう。

武土遵構神が原廟？

しかし漸脳次燃を物欝 幻）遼に施らせ

た夢）にはもっ ど大慧な背鍛があっ た盗う

に一綴 う。 武二ｉ二の 系 統 を ひ く 家 に 倹 蜜 れ た

新臓１次 螂 は、 小 誉 い こ み か ら 武．二
正ψ た し

な み あ し て 欝 に 槻 し ん で い た幸。 次拶抑）

藤嫌正摩既にお父様が行く兜々で俳句を

詠 ん で い る こ と を 薙 ね る ＆、 「父 は 荻．
１ニ

グ）球に依護枇たｏ）で幼いこみから鰍を詠

む楽 盤奮 削 ０ けてい た。」 と蓬欝・。てく

だ 魯・） た、ｊ ま たｊ１三虜 氏 の１簿う よ う に、 雛

俄なこと登憎み、 粥慧もグ）には燭 憾の傭

を添す欽上遭総榔ゆえか、 繊楊０）東大閉

拶）ユリートたちに対抗心を燃やし、 猟烈

に 勉 繊 し、
＝瀞 譲１＝や 繍 史も 欝 い て い た と二い

う。、 し た が甘）て 物 登 欝 く
バ ッ ク ボ ー ン は

備 わ・）て い た と 簿 え よ う。 慈 ら に１；三疹 氏

は佑滋 舳）燭卒 馳念の織液の剛茗で、 機州

で拶）縦鰍と繊後び）燦脱感から例か謬亭くこ

とで総決餓したい筑持ちがあり、 縛く こ

と で ス ト レ ス を 放 脇 し よ う と＝一一筑 に 譲１：慈

搬 し た 亭）で は な い か と も 諦 っ た。

醤くことは翻ること

そしてあ枇はど売 れてからもさ らに懲

かれたように欝慈続 けたグ）は、 餐事くこと

で消 分の依慈労をホそうとしていた０）で

は な い か と一畷 う。 「ｌｈ 廠づ、瓢
’家」 と翼繋 ば

れる のを嫌い、「凶を欝いている のでは

な く、 あ く 蒙 で
｝で も 人 闘 を 欝 い て い るσ）

だ」 と ぶ 張 し た こ と も あ っ た。 人 閥 を 謹１
＝

くことで新姜１１畝貞舶 身が度１分の炊 幻ぎを

ぷ し た か・）た の で は な い だ る う か。

鋒妻分 の二芥供 に も 欝 く こ と１を 勧 め て い る。

藤燦 正彦氏の 陪 嵩数学 蕎のアメ リカ』

も 潔 柵 が、蟻、子０）ア メ り カ か ら の 乎 紙 を 競

ん で、 本 に す る こ と 奮 勧 め た。 ま
た 長■女

の藤 凝醸予慈ん には、「いつ かお父さ ん

響 纂 緩ｒ漸 畷 次灘 の 愛 し 念 凶 勿」ぷり

（２◎ 惚
．
餐
一
黛§一ア．
弼）（野ＵＪ１斧１ζ繍 ｓＱＵ魚簿髪）

（嚇ｊｌｌ一 滋 さ ん綴 艶）

が 死 ん だ ら ね、 こ う や っ て、 こ ん な、葦、う

に し て、 萩１１１次 燃 は 小姦砥 登；繋 い て い た一）

て い う こ と を、 チ ㍗ キ は ち 箏 ん と二鋭 乏 て

い て、 レ） か り 糞１
二く ０）だ よ 一 ≡…父 へ０）恋

災」） と幼 いこみか らずっと 詠・続けて

養 た。、 映 篶 誉 ん に 腹 艦 雛 ね て み ゐ あ 「縛

鱗σ）鑑 批 た毒）た し を 心弼己し て 柵 と１か し よ

う と 繊 ほ し た ん だ と 溜、い 護 す。」 と養欝・）

てく だ慈った。「養厄 爽猟グ）う 護くで蓬

な か・） た 私 に、 物 を 綴 か く 鰯 繁 す る こ と、

グ）ち に、 それ登綴くという 乎殺で爽税す

ることに レ）て、 私の心を誉らに闘かせ

ぶう あし、 筑拷ち登も滅災慈せようとし

たグ）だ と一徽 う。」 （鮒 鍋 綴）
’蟻時 暇 介誉 ん

０）綱；煽童｛こ垂盆 １糞炎む・こ二と毫ま参悪く こ二と、 嚢嚢
＝く

ことは創るこ ｄ とお父椥笥 抑 湾 いた

訂言錐 が 鮒 ・）て あ・） た。 捌１１次 郷 に ピ） て

葦嚢二く こ ＆ は 他 警 る こ と 仰 ）も の だ っ た。

郷愁の人

新臓１次燃が１脆 鐙 〕軸然へ０雌蕎純 深

か。）た こ と は 閥 知 の と こ み で あ る。 こ 批

は灼閥新１１１に坐護承し幼いころから欝ヶ瞭

を 縫ｏ）よ う…こ二し て 脅て）た こ と と 大 い に 閥

係がある。ギ心籔）幾地」と護で爽税した欝ケ

１瞭が鰯 棚 脇 で験みに じられていくこ＆

に 「鈴僚 が簾克るほ どグ）怒りを 麓えた」

の はミ１隻然 で あ る。 そ グ）一飢 ・は １麗 の 子 蘇

たちｊ と してかたちになった。 この 『欝

グ） 篶孫 た ち』 グ）あ と が 慈 と 蜘 鍛 １ 繍 鍛 繊

分の滋１錐燦欄が 側 余年ぶりに蒐つかった頸

餅臓炊 雛の後鍍繊体である 「譲嚇 こぶし

の」会」 会 長 の 帝州 一 雄 慈 ん （鑓 團 嚢）

が外灘豆ｏｏ牢の節陰葦に資料を艦撚 してい

て規つ けた。 （この欝料 は 引弓 鰯１１か ら

朋 酬ｕほ で■策凍ミツ ドタウンで１妻縦 さ

枇 だ塚輿麗 「新葦１二１次郷の愛 し わ１吠」 で

公 瀦 さ れ た。） 液 川 さ ん に よ る と、 新葦１
＝葦

次郎は ｒ薦飢は範ん怒ら謙訪茗饒羅る」 が
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１」ｉ癖 で あ り、 そ れ ほ
ど 鰍 訪 へ の 愛 備 が 強

かったそうだ。 溝陵グ）す ぐそ ばにある瓜

麟等の蕪石には孜嚇から簑１分が死んだら

刻んでほしいと驚っていた旬 が丸みのあ

引笥然石に鋼塞 れている。

《審風や 次郊の夢の 蜜たり づく》

総錐と１なった ｒ孤愁 〈サウ賀一デ）ｊ は、

三荻人公そラエス の故郷と人を恩いやる叙

持ちに、 薇１｝１次灘ド１身〃）鰍１；劣や繍分をと

り嚢いた人々への孤愁を滋ねつつ 欝いて

いたのではないだみうか。／孤愁くサウダー

デ〉』 は亙彦鼠 が蕾慈継 ぎ、 州１には瀞

廠 に 搬 ぶ こ と に な っ て い る。

『霧の子孫た 割 は

藤原正彦氏の箭割㌢

新１１１次燃は小瓢ｏ）纏紙を決めるのに練

級に 「懸賀金」 を州 して媒ること があ・）

た。 次蓼蓼伽１三磨氏 はそれが得一滋でこと ご

とく懸賞金を 芥にしていったよう である。

「霧０） ド 係 た ち」 も．ヨ
１三磨 氏 の 紛 私 ら し い。

ご本人に確かめてみると ｒそうです。 父

は題慈つけるの秒下等だっ於カ喝 ね （繁）」

と１、 いかにも荻彦氏らしい１蓬灘が返って

蓄た。 爽際、 繍 洲 悩 欝働納σ）新１１二１次燃

コ ー ナ ー を の ぞ’く と、 艦 紙 の 篠 械 を い く

っも馨げて 欝慈淫１１す陵に艦名奮変えた澱

稿 も 擬 ボ 誉 批 て い る。

『霧⑳子孫たち』は

硲人の友購物語

梅州 一燃さんは 『霧の子孫たち』 の姜陣

で薪 闘蓬讐瀞として徽場するが、 その後も

薬汗鐵裏～爽劇葦と吾ま薬葦蓬交湾ミ言舞葦く、 瑠子且忍を欠郷葦０）狽蔓

綴や魅カを伝走ていくために 「諏繊こぶ

しの套」 を１養三宰し様冷な添動登続けてい

る。 その韮１洲 さんに＝ｌ！僻 の経綴を少し韓

ね て み た。 （イ ン タ ビ ュ ア ー ： 三 外 夏 海）

夏湧：新茎鐵次螂 さんと＝鍛初 のき っか け

というのは、 反対運動の時ですかア

布ｊｌ１恋 ん １ い や、 そ う じ ゃ な く て ね。

そσ）と 慈 に、 ぼ く が≡鰍 訪 文 化 新 轍 っ て い

う悩 人総を脳して護 してね。 そ机に衛稿

して煩いた時はま だ鋤り含ってないんで

す。 運 鋤 が 終一麹、し て、 訂霧 の 乎 孫 た ち．

をお謹箸慈 になると慈に、 衡木さ ん （驚木

正榑 さん ／３８圓 生） に 取棚’を ゆ し込ま

れたんですよ。 衡木さんは必ず 私を連枇

て っ た の。 縛 木 さ ん の 縛 く も び）は み ん な

私が代錐したの。 術木蔭んて入は稀才な

ん だ け ど ね、 文 離 が 瀞 乎 な ん だ よ。 あ れ

が鰍榔 似 箏。 連繊が始塞った煎箏の艦れ、

至／Ｊ 噸、、 翻１や ホ テ ル で争テ慈 会 っ た。

纂煽：菊舳 次郎誉んは、藤森難一密ん （３Ｃ

圓生） と＝はかなり懇激だったと か。

市 川 窓 ん ： 鱗 森 栄 …^ 誉 ん と は ね、 懇一激

なんちゅうもん じ箏ない。 火艦及なんで

す 幻 麟 蘇 慈 ん が…・級 １二で ね。 学 次 会 ク）

刺こ炊縫たも が一）くっ た科学 釦ってｏ）が

緒 あ・） た の ね。 麟 森 誉 ん は そ の 地 腿 翻 帳、

義榊 樽 ん は 郷 鍬 だ一）た の。 そ れ で、 し ょ っ

ち 繊 う く ゲ ） い て、 一一・箏 ザ だ か ら、 特 に

お 親 し か 一） た。

群細はフィクシ義ン

嚢湧：あ、 そう ですか。 杓１三（等出正雄

尭 象 、一３５ 鰯 生） も 遜 動 に 閥 わ っ て 慈 た

グ）で す よ ね。

㈲１は ん：小説の巾ｏ）朽１三・兜体のことは

ね、 あ れ は 余 く フ ィ ク シ 轟 ン な ん で、 や

沽 兜 企 が 炎１養１に１欠“） た こ と１は一一陵 も 鍛 い圭、

た だ、 瀞 木 慈 ん と ね、 棚 談 に ２ 陵争〕
＝っ た。

彼、 激 馴 謝 慈 に。 私 も 教 わ一） た か ら ね、

’１丁 に は。 潟 閉 さ ん は 杓１三と 親 し か一） た。

新洲苔 んは搬物のことはみんな鋤ってる

よ、 だ け ど、 ㈱ 花 跨 期 な ど 詳 し い 幾 は 箏

ヨ１三か ら 鰯 い た ん で す。 だ か ら ね、 あ の 畷

の子蕊たち」 ってのはね、 務れは藤森榮

一書んと準山正雄先生と新顕さんの友憎

物議濠んだよ。 で、 蕎木巷ん竜 少し後輩

だ’け ど や っ ぱ り 三 澤 先 生 の 教 え 子 濠 ん だ
．

よ。 劣 人 の ね、 友 憎 物 藷 な
ん だ．よ。

夏海：陳傭欝を策凍の代議上のとこるへ

も っ て い っ た っ て い う の は、 あ れ は 爽 際

に行かれたのですか。

碗’ｌｌ一 灘 畜 んくδ６鰯 蓬）偉訂嬢姜の 予 孫 花 怒」奪こつ

い て議 る

樹１１ざん：あれはね、 雛爽。 あの崎は珍

し く 束 嵐 に 繋 が あ っ た１，１で
ね、 あ 州 １は

私 も 行 つ たぴ）。 き蟻崎 口 ㎞ カ ル の 激 闘 の 繍

燦長で忙 しくてね、 なかなか打 けな かっ

た け ど、 あ の１．１だ け 行 っ た ん だ よ。

嚢海：激１１１慈んは頻繁に遼動ぴ）総遇登取

材に來られたのですか。

蒲川さん： 洲１１怒んは瀞木きんにしばし

ぱ磁諦で経遺を闘いて湊たが、 私は質閥

を受けると レボートに欝いて瀞畑 誉んに

送 っ たσ）。 そ れ を 小 縦 に 火 か し て く だ 苔 っ

た。 その夢紙は余締ここ （漱 洲 脳
一１葦繍）

に あ る、，

纂 瀬 ： そ う だ っ た ん で す か。

樹１庵 ん：それで’ね、 あσ沖 に け
パイ

雛 伶」 て あ る け ど ね、 あ れ ね、 あ ん な 騒

鋤 は一・陵 も 無 か て）たぴ）。 凄）批 は、 激１篶 兜

依の推灘です。 私に郷 レ）けも 什コてん

だよね。 灯疋が潔冊 怒んに送ったレポー

トが、 爽は私の
＆ころに瑠柵 誉んから送

ら れ て 護 て る ん だ よ。 そ０） 刺 こ、 い る い

ろ 謹事い て 凄）一）て、 そ の 鍬 餓 に、 潔 棚 苔 ん

が 「ス パ イ グ） 縛 い 鮒、
レ）て 縛 い て あ る。

新１１は ん の遼り 綴慈で ぺ Ｈ あ、
≡焚妻㌔

さ ん が お 胤 え に な一） た ？

藪 趨 ： で は、 移 鋤 し ま し ょ う、ユ 鰹 ら れ た

時㈱におもしろいお繍登あり がとうご ざ

い 塞 し た。

漸 畷 次 蹴 生 誕 百 寮 竈 念 議 灘 二て昔藤 綴災 虜 嘆

子 さ ん ご爽 嚢 と 犬 平欝 子 編 繁 嚢 黛
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㊥零扇鴉弓翌竺て
砺 歳と 歓簿と テー ブの 慰の蜂遼、 察谷 は築寮 購湧煽 頭竃静 かに離 れだ。 ワァッと

葛に入る警が人の 鼠 禰行機の轟警と船の汽笛と入り交じっている。 Ｈ て の波

路は遼く蘭極の氷潟に譲恐遵なっているのだ。Ｈ ■ （畷葉爽報遺隊資が鳩梗で送っ

危謁蓼が１９δ簿零 Ｈ 潟蟹蟹金團の夕刊一圃覆飾る）

どう して掬糠１なんかにでかけるグ）です

か り と 闘 か れ る ＆ 鰯 っ て し ま う、、 い る

いるな篠支方がで慈為からである。

絢撤での鮒究 がどんな劇煉を狩ってい

るσ）か、 ど ん な こ と が わ か る の か、 そ し

てそ机らが戦冷やも・）と逮い将来の人類

に ど ん な 役 に 荻て）の か、 ち ぶ っ と 努 え た

だ け で も § つ や 蟻 つ は す ぐ に瀞）げ ら れ る。

「漆 削こそれだけ が嚇概にで かける 灘

幽ですかア」

私グ）心の 刺こは 噛 樋 妙好慧 溌か 引

＆いう答走が蜂牝 くらいの批簸 で鱗受も

た げてくる。 （け 一ロラと 帥・施平 渕）

経歴

小ｉｌ１嶋 兜刈三： 醐０雌 （１至１１棚§締）３茅１

３川 閥 谷 がｌｌｌ１峡鋼亙１こ碓嚢枇 為，一馳 榊

灘鮒燭小学校から畷翻 η 隼 （錫鐵生）

煩翻爾 訪嘩 掌入掌圭、 鰯棚 郷 祁に海 箪兵

学校に入学、 蝪 繍窟卯 柳）壌堆に凝る。

鰯秘 鴉 例 鵬籔鶴・一商等学校 か ら策凍大

学に入学、 大学院に櫨む。 湖撚 年 （鰯榔

３豆例 火学院搬学 刺二雛工次絢極鰯湖

隊に参カ買。 蝸７努雛２次衛樋鰯溺隊参燃、

船が氷に灘三は れて越冬ならず。 脇８箏雛

３次 縞 概 鰯 濁 隊参カ籔、 盤勾 滴 概 越 冬。

蝸飢 年 附書１繊愛欄 徴受 擬。 螂０雌 艇煎

火学 地球物 灘学 科教殺。 獅Ｏ箏雛 漉 次

廠糠徽員團隊隊鍵、茎納 璃 極越冬。 獅§卒

以１陶 ヒ極鰯 （吻 ナ ダ、 ア ラ ス カ、ノ
ル ウ ェ ー

等） でのオ㎞籔ラ 繊溺を好号。／９８⑭停凍

京大学から名孜蟻火学爽篭研 獅項子に鞍伍、

岡研究砺を改繊し太１搬幽球灘境概究蕨初

代 液 擾 と な る、、 こ の 改 艦 を 後 榔 し し た の

はき蟻脚）桁 糠萎火学学疑飯島察一先生（幻

灘 生） であ る。至９９３卒 窟堆、 東 東大 学

名 繋教 綬。豆㈱３牢 擾 待川 畿 念杯 （搬球

電磁気・地 球惑爆鰯学念賀） 受徴。 以後

７例嚢ど．１二徽 火学、 成餓大学で非徽鋤織

陶脆 務める。２０１０箏王〃ヨ２７ 舳嚇ガ ンに

て 逝 茨。 、寮 雌 ８０。

思い出

今卒¢）〃ｕ 洲二１に 村
一鵬 兜 他の輿糠、

鱗乎誉ん＆ご授錫の施葵んにお繍奮うか

が い 護 し た。 麟 乎 誉 ん は、 搬 吏 め に、 蹄

お宰）姥蓬んに確 かめ為よう にしながら、

小１二１晩 炊ぴ）鰯、い脇をひと議ひと議かみし

めるぶうに繍してくだ苔い嚢した。

（イ ン タ ビ 瓜 一 ア ー ：二二三鉾 箆 海）

纂滋：束康に蜘られて、 火学院の時に雛

三 次で好かれて護すよね。 ２次３次と行

か 収て、／２次グ）蹄 に隊長 で竹 かれたわ

け で す が、 炎 礼 で す が、 ご 織 綴 な 誉 ・） た

踏鰯は？

濁 予 恋 ん ：３ 次 の 時 は 婚 約Ｉ二事一で し た が、

越 冬 隊 で 好‘）て し 蜜 っ た の で、 煽 っ て 慈

てから織鱗いたしま した。

戴 篤 １ ド管 マ の よ う で す ね。 行甘） て い る

閥の、 滋傭事殿はア

騎 さん：家族会があり、父に連れて季わ

てもみい呼；央撚便 刷こ行蓬、 麓事醍登打ち

塞 し た。 ５， ６胴 だ っ た と 溜、い ま す。 ３ 次

グ）時 は、 ち ょ う どユ 次 隊ψ）映嚢覇が １二駿 慈

れ て い 護 し て、 そ れ を 何 陵 か 見 に 行 っ て、

「あ そこに屠る のかな？」 と蟻、って い蜜

し た。 窟二二；二二の 時 も 麗 轍 で し た が、 頻 陵 が

増 乏護 した。 ＮＲｘで家 族の声の 録欝を

し て、 廠 糠 に 放 送 を し て く 収 た の で す が、

雛曹な どで闘こ支なかったよう です。

鱈琴蔓纂 施 で ウイ ス 冬 一 の 鰯 登 将 等 に グ ㌘ス 登

傾 け る小 Ｑ 篇 密 ん

嚢瀬：繍構叙をもんで、 庫１に う のことと

か心 駆蓄れてた んで しょうね？

陽予窓ん：もう、 そうい㌻ ㍑）だと＝、饗㌧

てい蜜 したか ㌦

夏漉：餓つて嚢てからいみいるお繍は蹴

か れ た と 溜、い 護 す が。

陽 子 登 ん ： 球 で は、 凄）ん 蜜 り 繊 概 拶）瀞 は

しません でした。 謙族 剛董沁 ん拶）卵で。

ぼ つ り
、
ぼ つ ゆ あ ｎ１・ｕ

ｏ

ぬ が 好 慈 な 人 だ り た 荻） で、 ３ 次 の 締、

ブリ 堺㎞ 仰 珊 は、 犬拒一山綴にペ ンギ ン

ル ツ 吻 リ 舳 は 潜 い ガ ぱ か り で・行 つ 於 ＆ｏ

帰りは火に促せるを、 逮 れて犠ってく れ

る ん だ よ と か。

翼瀬１繊槻 に策人のそ ぱにある 「脊擦」

と い う お で ん 凝 の の 批 ん を 持 っ て い・）て

お で ん を 俗 っ た そ う で す ね屯、

陽予竃ん： 火栄のそばにあって、 学炊の

鱗 よ く 術 っ た ん だ と一懲 い 蒙 す。 絢 概 で拶）

れんを搬し だ写輿がしばらく 蜘 柵こ餓っ

て あ り 塞 し た。

オーロラ研窮傲禽赫け

陽 予 富 ん ： 雛王芝 次 隊 の 蹄 は、 漆 一 α ラ

の巾にロケットを打ち、ヒげる のが婁亘胸で

手テ慈 嚢 し た。 よ く 待 っ て い た け 批 ど も、

３次 の 時 ほ ど 孝 一 鴛 ラ が 艶 な か っ た と＝か。

嚢海：オーロラも搬ると養と１＝肱 いと慈

で波があるようですね。

煽 られてから後、 カナダをはじめ北極

騒に好かれてたんですよね。 留守 の時鰯

も 農 か っ た と一激 い 塞 す が、、

陽 予 訟 ん ： カ ナ ダ ・ ア ラ ス カ ・ ノ ル 吻 ヱ ー

などよく行ってい護 した。 お互１三月 には秘

箏も 刺こいないこ＆ が多かっ たです。

薬 窓 ん ： い な い こ と が ふ つ う で し た ね。

陽 予 恋 ん ： 規 殺 の 頓 は、 厨 閲 に い て も、
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ソ フ ァ ー に 座 っ て 論 文 を 読 ん だ り、 溜、い

っいたことを何か籍奏付けたり している

こ と が 多 か っ た で す。 家 族 ４ 人 そ ろ っ て

い て も、 顧 は オ ー ロ ラ っ て 感 じ で。 （笑）

菟 さ ん ： 鰯蓄靱に 行 く と、 」食 べ て じ っ と し

て い る の で、 太 っ て 帰 っ て 慧 ま し た。 イ

ン ス タ ン ト ラ ー メ ン や ソ ー セ ー ジ な ど、

例を食べていたやら？

夏海：オーワラの研究をしようと遼んだ

慧っかけというのはお飼 いになった離は

あるんですかア

陽子さん：搬棚、 地磁気の研究を したい

と思っ て東大 に人っ たのですけれ ども、

永 ㎜ 武先 冷 （玉次・３次の 隊 長） が 雁

離臓の方の倣究を （地磁筑と鰯係がある）

や れ。」 と お っ し ゃ っ て、 縄 雛 臓 の 猟 究

を し て い る と、 １気 然 オ ー ロ ラ と い う こ と

に。 徽堺麗雛鰯概究会が玉９５７年に１榊養

さ 机、 ２次の蹄が太陽が・ 婿 絡溌だとい

う こ と で、 ２ 次 に 越 冬 す る た め に、 １ 次

か ら 行 っ た と い う こ と で す。

陽子むん：オーαラの鰯詔瑚でカナ ダのｕ１

小騰みたいなところに打くことになりま

し て、 そ の 地 域 に は、 鋭 を 将 っ て い く よ

う に」葵雪わ れ た よ う で す。 オ オ カ ミ や ク マ

が 蝸 る ん で す ね。

夏縄：締構命がけでしたよね。 繭概もそ

う で し た け ど、 カ ナ ダ で も。

陽子さん：でも、「火丈炎だよ！ 平気だ。」

と翻に平筑な人で した。

蒐 さ ん ： カ ナ ダ で、 オ オ カ ミ
■犬 に 耳 をＩ備

まれた諦を闘慈ま した。

研究ひとすじ

陽子さん：濁の全摘手椛をして、 初めて

繊 雛が 半分覚めて、 澄織が簾った と養、

窓の外を兇て 「オーロラだ１」 と叫んだ

ん で す。 擾
■女 に、 「オ ー ロ ラ が 搬 て い る

から行って兇ろ。 遼を特っている のか？

来たらそのときに兇せれぱいいじゃない

か、 早 く 行 っ て 屍 ろ。」 と。 ｔ く な る ２

卒煎には、 策大か ら電誘で、 災科徴の方

から勲箪を、 と 霧われましたが、 にべも

艦 く 一一鳶 の 元 に 鮒 っ て い ま し た。

夏海：いかにも諏動人らしいですね。

陽子窓ん：父がいましたら喜 んだるうか

ら、 い た だ い た か も し れ ま せ ん。 の ち に

死後受勲というのもあると粛をかけられ

た ん で す が、 本 人 が 断 っ た も の を、 私 が

そ ん な こ と を し て、 逝 っ た と 慈 に ま た 怒

られると獺る から鰍わりま した。

蒐さん：勲章に敬意を表さないわけでは

ないけれど、 自分の研究の棚催鰯はそう

いうところでは言平棚されないと考えたの

だ ろ う と、慰 い ま す。

夏海１１茎１分のやってることに対して は誇

り が あ っ た の で し ょ う ね。

陽 子 さ ん ： 学 倣 論■文 の 時、 「［酬１館 賞」 （
■策

蔑大学葦簿 舳箭和３７箏５正董２引ヨ概 光徽に

おける地磁銃概光電雛麟変動の棚亙闘係）

どｉ＝書うのを頚きま した。 舳宇…舘愛欄先徽

がその箪分けでいらして。

嚢３簿：鍛初σ）「鮪極樽二正二」 と曽われるよ

うになったのはア

陽子さん：陶極で鰯詔靱した嫌をテーマに

し て、 憾一二督 を と っ た 甥 だ か ら だ と 欝 う

懲 味だ と思 います。 引ヨに締 りま して、

鍛箏の りヨまでに ドク タ㎞ 諭文登脇さな

けれ ばならないとい巧ことでしたので。

家庭ではよき父

夏海：家縫人と しての小〔二眈 欲は、 どん

な ガ だ っ た の で し ぷ う。

陽子さん：とにかく１五渉 嚢がす慈。 儒州

に帰省すると、 必ず１且１に打く。 棚歌や 概

が 「柳 鋤１わ て 蓬 た０）に、 す ぐ に”．１に 行一）

てし護う。」 あこぼすほどでした。 （築）

蒐 さ ん ： 乎 ど も の 畷 は、 よ く、 キ ャ ッ チ

ボ ー ル を し て く れ ま し た。 こ ま匝聾し や、

たこ携 げなどもよくやりま した。ｊ１三灼や

旧劃測ヨ に は、 歴 は た こ 揚 げ、 彼 は 球 族 で

ト ラ ン プ を し ま し た。 彼 は 遊 ぶ ん だ か ら、

楕 懸は凝閲に済ませておけとしかられる

く ら い。 そ れ が 燦 し み の よ う で し た。

陽子ざん：慢Ｉ１鰯もプラモデルも大好慈で、

一壌、
二ｒ が お 小 遣 い を 貯 め て 貿 っ て、 少 し ず

つ燦しんで作っていたプラモデルを作り

、
虹 げ て し ま い、 一竃、干 は 大 波 養。 慌 て て 貿

い衡しに行くという寮もあり豪した。（笑）

ｒドラえもんの新 しいのが出たんじゃな

い か ？ 読 み た い だ ろ う、 買 っ て や ろ う

かア」 と鷺分が読みたいからそう 奮って

いま した。 子供には兇透かされておりま

したが。 （笑）

夏海：繭極でもゲーム をやったり、 麻穫

を や っ た り し た よ う で す ね。

蒐さん：予どもが商校徽・大学坐となる

と、 ト ラ ン プ が 麻 穣 に な り ま し た。 乎 ど

もでも傭け容赦 しないので、 平 どもは負

け じ と、
ど ん ど ん 強 く な り、 負 け ず 嫌 い

の父は褒けるのがいやで、きげんが悪かっ

た り し ま し た。 燃 穣 を し な が ら、 絢 極 の

綴がぼつ ぽつＨ５たりしま した。

蔓分の好きなことをやれ

夏海：お子様のこと に鰯 して、 教育方針

で、 奥 様 と一
綾 蒐 の 対 立 な ん か は あ っ た ん

でしょうかデ

陽 子 さ ん １一蟻、子 を 鮒 属 小 に 入 れ た い と い

う こ と で、 そ れ だ け は 譲 ら な か っ た で す。

１勾分が長墾湖ｉ範附燭 で楽 しかったようで。

蒐さん：いろんな雛内の 附梯を端から」

校ずつみて魍って歩いたと鱗奏菱した。

陽 子 さ ん ： 父 親 参 観１－１・ 遼 鋤 会 な ど’掌 絞

行堺には必ず 舳鰭しま した。

蒐 さ ん ： ド ど も に と 一）て は、 お お ら か で、

親しみやすい搬格。 ぴり ぴり したところ

は な く、 家 で も、 大 慈 な 声 を 榊 し た こ
と

も 乎を１二げたこともありま せんで した。

家 のＩ手１は 穏 や か だ っ た。 た だ、 猟 燦 と い

う わ け で は な く … …。

陽 子 辻 ん ： 妹 逮 は 「い〆）も は 櫨 や か だ が、

滅 多 に な い が、 悠 る と 櫛 か っ た。」 と 縛 っ

ていましたｏ 本≧１ξは短筑なのかもしれま

せ ん。 離 の 運 転 の 時、 綱 り 込 み に 腹 を．
炊

て た り 一・・。 （笑）

蒐さん： 災伐心はずっと措ち続けている

人 で し た。

陽子き ん： 長携 の小学校 芥薬時、 「化い

１炊ちの 就」 とい うのを作 りま して、「槻

から」 の欄 に、 「錫の 乎の祷っ ていく遺

稼を兇ていると燃分の γども１時代をもう

一変しているようで非館 に楽 しかった。」

と 欝 い て い ま し た。

蒐さん：漬１分にとっては、 爽にあり がた

い 父 親 だ っ た。

奥 様 の 陽子 さ ん と ご 長勇 の 菟 さ ん
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陽霧諮施 甥 の茅っ笈弗学く 戯 効泌、

糠親毒嚢ほ薬淡鰯添 戯・糠な塗遂る嚇瀦匂

嚢 業懇杉漢影。 澱親 濠むで、 陀 影 籔稔

鐵・登功吃 蔭 剃 裟警湯濠 肱焚爽愁 お

赦湖 愁 糊矛。」 畿霧⑩ 怒蔓滋 悠澄。 父親

滋ゆ縫遂⑳繋 濠蒐笈導茨 慈 撚縫総想塗澱

専確 競

轟竃総１籏筏 鐵 菊 ⑳ 繍嚢籔冬、 放 泌鰯

燃 （繁葦 鋤 湧 嚇。 鱗 繁 闘固減滋繊稔曲

腱 翻 謹一 錐棚愁⑳、 灘繊鰯灘警 濠忽裟

懇締 燃１ヨ 鐙、 閥簿滋鰯ゆ⑱淡 効ζ隷総

縫録勤滋 蜜戴螢 趣嫌綴 繍 磁惑⑳撚務護

ゆ濠薫、 隷 麟 滋 愁徽欝鰯慧澄鐙襟慈笈

浸滋 悠嬢 褒縫 濠慾獺鐙維欝熔繋澄嬢慈

稽濠欝慧欝溌 撮

戴 鎌 雑懇縞議みじ蜜篶施が、纂徽懇徽

棚こ符くの淋 灼 泌 均 閲淳喉、 脇 慈

愁淋 眺」 裟瀦ゆ嚢じ怒 簿⑳遡秘錐慧

務の簿響な敬効 沌 篶狐窪遜総栂．

轟愁総：蒐稔忍淡 鋤 嶋 ⑳兄 薪 濠蔭錫綴

蓬怒松 魅 鐵 ン濠狐山録愁 潔綴撚該綴懇

組ん総勤じ 勧 漕 む 怒

鰯箭愁ん１新 い 鴻 ⑳釣澱 澄濠、 鱒燃懇

線澄讐陸 蘇鋤 泌な 鵬 縮愁 峻影邊麸１鐙駁

翁感熔恋， 銘滋麗鑑橡⑳鱗、 灘爽懇⑳鍛

後⑳教患晋怒繊稔務滋瀦 灘鑑縫灘稔裟嚢、

醐 滋 欝稔 獺竃、 羨※
隻徽欝鰯綴繊拠灘

ツ汲ト） 澄教菟愁 酬嚢鋤紡愁滋獺ヨ 畿欝顯

勧峨淡縁

儘蝿⑳勿黎

爵敏 兼鋤⑳惑酬 雛鍍欲滋繊稔⑳懇 瞭

葡総。 欲鑑瀞 碗浸漣 演漁竈 禰騰 欝繍濠濠

憾総⑳狡選魂 濠秘棚澄彪懇狡漢簿繊撃

議竃ん１鞍欝識蒙鰯珍暁 墨鐙滋滋 鵬

陽繋惑ん１愁薫漆り愁後、 櫛災秘獺滋簿

蒲鴻 薫隊鑓 蹴 遡怒獲 賦 鴬、義練 淡滋繊

怒。ヨ 畿 泰 繊 蜜 頂 慧 護 泌 稔軸

嚢妻簸 銚鰯 鑑遵窃縫繍愁総懇謙 糠

際祭滋総１鑑這頓 憾濠穆 餓 鑓萱蟻 澄一

幾籔１嚢繁奪醗 鰯繍謹鱗 鋤鑓 懲奪滋 籏

嚢纏１懇藩苗 蟻鍛繊一欝⑱橡畿濠 鶴 鱗

憾譲鯵嬢雛繊 慈

陽霧態総１ 騰 鰯嚢繕鰯鰯鱗鍵滋鱈 畿懇

議鐙災闇 鍵嚢鐙譲綴畿鐙馨嚢鱒 潔擦緩！蟄

戴糧癬懇， 鱒鰯灘慈灘滋瀦 繊繊鐙 蹴 疑

薄蟻 蟻驚

嚢縄１濠 繍蒙籍欝懇繋滋。 譲講鰯議濠撚

は漢薫塗慧⑧怒総懇移義湯淋芋

陽子さん：盆藩 棚ζは必ず帰省し嚢 し旋。

夏休み は必ず逐、 舶 は帰りま じ淀。 譲

訪 榊 誰、 下駄を履いで淋ラ減ラ通り潅

あか、 諏訪溺でが一トを漕い淀、 端艇を

篶怒忽塗、 戦 叙樽濃搬 稔の恋、 蓼科太漉

（親自樺湖） を繋穂勤扇恐線 んなで掘繊

稔塗と恋濠の恩旨棚 蜜諦籔芯セ滋 む 慈

漬け物熔訓 添総、糠婦む恐は濠《 竈梅

濃け」、 灘綴難 禰慧漆慈 麟 薬漬 欄 滋

澄奮鰯愁、 漢慧滋顯愁愁 鐵 濾 泌縫。 蒲

聰蘭総灘繊懇徽専聴 燦聰恋 鐵 潅 愁め懇

怒滋

蔓糖：鑑糠鰯諏繊狐懇裁桃

嬢 劃 翻 瀦 綴蜜闘《毅、 気儲 瀦澄滋懇、

嫌蜜滋遂鐙壷な慈りで、 久塗畿蒲滋愁娑

彰湧 鰹 滋懇稼総竈 濠釣滋沸瀦 惑 熔 繍竜、

灘簸漆総鰯澄瀦 嚇 池 彩慧 畿 滋 籔稔邊

対談覆終莞奮

凍東爽犠⑳鐙茨滋難践縫ぷ悉綬、 狐蘭

鈍埜は 畷毒翼鱗蜜篠ゆ、 鶴測惣 調 捌矛、

薗島の繍恐雛嚇ぬ、 災鐙鰯潔山夢処獺縫

薮づ養 灘解・鱗 綴滋艦総慈 鐵 湧 婆勢憾

終嫡一 欝狡、 鋤．
抵鐙燃鰯瀬騎 練潔撚一 淡

な汐怒、 繁蝿総 蜜嬢翁撃会施喝 ⑳繊鶏騰

慧物塗唱懲賛、 綱 誰 蔭勅槻 繍 獄 銭嫌

澱懇進め蔭松 …・嚇 む導嶋 ⑳澄敬殉愁籔

婚寄心盗狩動 捌 功 肢 て取ゆ護登滋⑳難

１該 り、 教瀞、 緯 幾の 籍麗 憾 思案 蜜椛

…籔救釣り 繊綱 濃繍 稔一一 以 藻簸 爽

欝 鰹 締藻欲 辮 躯 灘挙霧障 籔山 測 遜望

幾６欝 溜 鰯 錐 醐 勢） 蟻 礎 槻 勧竜澄鉋

蓬嚇１謁 鱒腿爾繍雛箏繭火襟彼葵⑳糟繍

澄澱滋雛稔鍍蜜滋淡欄菟 翫

＿一＿ ＿＿＿五㌶
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科学技術と人間
囲テクノロジ知最前線一

㊥ 諏訪の頭臓ξ精麗概術斌
生んだ人工榔臓

獲ｏ η 隼琢 層、 山 鰯俊一茂 （８０ 團隻） の 秒ンメ ディカ ル技術鰍 粥爾は、 慶 漆初の

壊め込務製襯鋤人工心臓 ｒエヴγハート」 の製遺販蒲にこ護りけ、 蘭緩優秀製晶騒

鰻秀製騒繁遼蟹繁し淀螂１蔓釧 隼に鍬究所が設宣恋れてから祭ｏ隼の周慶が流れで

し晩。

開発秘謡

「ユ ヴ ァ ハ ー ト」 は サ ン メ ヂソ カ ル 刺：

則 鵬俊一低グ沸 であり艇康女 引緩大心

繊級衡外科永任教搬の 岬藷健二践 （般

團 生） の一蟹 い つ 慈 が 燦一叙 で あ る，， 至…事８蔓

箏０）撒二弊 入 １二心 繊 シ ン ポ ジ ウ ム で、 「鰯

¢）付 け搬の勤豚からカヂーヂルを心臓の

序心 蜜護で滋し、 カテーヂルの施瀦 に小

葛なス グ ㌧ 一 ポ）けて胤液をく み脇 し、

心臓のカ を肋けるへ董嚇ンプ」 の総爽を

闘いて健二二氏は働繁を受けた。ミ１簑跨の人

１１心臓の徽織は撚働 獺で心臓と㈹じよ弓

に級打つ 努イ ブでなけれぱいけないと努

え ら 枇 て い た が、 健二１二氏 は こヴ）鵜 炎 登 慈・）

かけに 「心燃の施端にづ㌔顯のモ㎞タ㎞登

駅り付け、」
メ沁 察 榊 ユ クリューを人批

て１孤 液 を 送 り 脇 す、ｊ
こ と を一激 い つ い た

しかし姜武作編 を惟っ て腿 療機 雛メ ー

吻 ㎞ や、 嚇 ン
ブ メ ㎞ 称 一 に 隙 溌 登 打 離 す

る が． こ ＆ ご と く 断 ら 拠 て し 護 う。 そ こ

で夏粥至碓 にサ ンメ デイ カル妻楚循微究 殊

奮 設 沈 す る こ ＆ に な る夢）だ が弔 こ こ に 策

る 塞 で に は 秘 繍 が 濠）るｏ

ｌｉ鵬 俊…筑箏）搬焚、１王鵬 久炎荻はセイ

の健二，氏は父に綴み人工心鱗ヴ）誠作繍を

傍 っ て も ら い、 大 乎 メ ー カ ー に 持 ち 込 み

則 梛琶溌を打診すゐが受けてもらえない。

村 一氏は圭簑雌束煎 次
一
列災大ヴバ 班 教授で

あ・） た 小 柳 仁 教 授 に 灸 い に 竹 き１韓 ね た、。

「人．！二心繊
＆ いう ものはそんなに側倣の

あるも亭）でしょう か。」 「漆幾に闘溌で蓄

於らノーベル欝竜のです。」 決廠は鰯塞て）

た
，

家糠 念議 創欄く。「（槻父¢）代から貯め

た） 吃イコ㎞エプソ ンσ）株奮施郷して人

１二心臓 創謂溌 する。 炎鮫したら滋燦はな

し。 そ れ で も い い か り ３ 人０）一密、乎 た ち

に 災 存 は な か・） た。 郷 箏 に 叶 ン メ デ ィ

吻 ル 披 衡 微 鋭 欧 登 畿」㌔ｘ し 凝 粥 の 俊一一一一氏 が

杜 鐙 を 務 め る こ と と な・ｐ た。 こ こ で 「ユ

ヴ ア ハ ㎞ ト」 ｏ）㈱ 龍 殻蕎一１‘が亨〕
＝わ 犯、 鋤 物

爽 駿 は二１二一磐 の 俺１１
二双、 鱗 作 は三１湖 の 泰 三

鼠 （鑓 園埜） が槻 杜授 を務める ミス ズ

；二薬 で 行 ろ こ と と な る。

人工心臓の難しさ

末 燭 の 翻 壺沁 不・企 嵐一潟‘は 心 臓σ）メ１沁 蜜

が勇わ ており勢体に十分な級液を送虹ず、

そのま護だと寮澱鱗不 念に脇りほとん ど

寝た慧り状態になる。 治療 季殿 としては

心 臓 移 椛 し か 残 苔 れ て い な い が、 １，１本 で

は移糠はなかなか難しいのが蝋状である。

そこで繍鋤 人１、正
二心臓が序心察の代わりを

務めてくれれば忠袴は滋常に逝い坐添が

護た送れるようになる。

「エ ヴァハー ト」 は従来の摘 動ポンプ

獺とは典なり、 プαペラを一 惣郎晦 で鰯

す一定１１碗 淀 常流磯で非常に小さく赦隣

鰻 め 込 み武 人 工 心 臓

「ヱ ヴ アハ ー 艮ｊ

の 起 慈 に く い 設 討 に な っ て い る。 三気 崎、

匪藁転独で脈棚がなくなると依慈られない

のではないかと 努克ら枇ていたが、 爽際

には脈掘 がなくても依慈られゐことが分

か っ た。

と は い え、 健、二氏 も 揃 鋤４）．
藪
、鐙 惚 は 総

織していた。妻１働 がなく なると１
＝｛三が棚わ

らず．級徹などが粥くなっ てし護うからで

ある。 ＆こるが μ ヴァハー ト」 は小澱

で 大 流 鍛 を 搬 せ る た め、 松 心 察、グ）拡 張 期

と 収 繍 燭 グ）正吾三搬 藻 に 刺^ 応 し て ｏ リ ッ ト ル

か も一一・筑 に ２◎ リ ッ ト ル 塞 で の 焚 化 が 蹄

簾 になり、・・創 臓 でありながら心臓に

一） け る と 摘 鋤 が 脇 る グ）で あ る。

鍛火の雛閥は猟液シール （薬圭印） で’あつ

た。 脈 液 は蔓罰ま る の で ポ ン プ 内 に．鮎 徽 が

漏れて 猟栓がで渚 ると靭珀び順 燃 がｌ１二嚢る

臓丁舵例三が あ る し、 ま た そ の．１級 稔 が 鰯 に 遼

す る と 脳 樋 穣 に な る。、 し た が っ て
揃１．液
とニ

ポ ン プ 肉 は シ ーフレ し な け れ ば な ら な い が、

どんなに糟巧なシール奮作っ ても微 騒な

痂正液 の 漏 枇 は、ｉ、
は ら な い。 学 念 で も こ れ

は 不頸］
’能 と い わ 枇 て い た。

しかし不嚢捕陰登 鵬肇にするのは競懲グ）

転雛である。「漱液の漏れが 比まらない

なら、 瀦れても 鮒纏が鯉こらない
システ

ム を作 ればいい。」 健１１二双 は地 球の水の

禰 灘 シ ス テ ム を ピ ン ト に 入一一茎二心 鱗 に 水 を

循 灘 き 逆 る シ ス テ ム を 撤 い つ い た。 こ 枇

に よ っ て 漏 れξ｝１た．繍．液 を 洗 い 流 し、 な お

か一）， 鋤受け灘を冷翻するこ＆もで嚢嬢

耗 も 滅 る と い う 効・梁 も 得 ら妻τたｏ
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臨床の壁

もうひとつ 医療機籍關発の難閲は治験

（臨床試験） である。 リス クの商い機 器

を人体に応用することには極めて消極的

な臼本の蝶境で、 人体に初めて人工心臓

を埋め込む手徽 を行うことは大変なこと

であった。 それでも当時冒本で使える人

工心臓が体外塑の国立循環擦セ ンター型

だけという状況下で、 ベッ ドに寝た養り

で移植を待つ患者を何人も蒐てきた健二

氏は、 ヨ本初の披術を蘭本で鰻初 に使い

た い と 恩 い、 日 本 で の 治 駿 に こ だ わ っ た。

治験の敵にはシミュ レーターを燭いた

実験や動物を使った俵態安金性試験な ど

多く の越えなければならない凶があった。

しかし束一１ヒ大でのヤ ギを使った試験では

８２細 という鍛長佳 稀己録を打ち立てる

など、 恩いのほか実験はうまく進んだの

である。 そ して２００５年 にいよい よ治験

が始まる が、 いかにそれまでの葵験デー

タが良くても、 臨床となると誘は別であ

る。 も し臨床で総果が怒 けれ ばこれまで

のプ四ジュク トも水泡に帰すかもしれな

い。 健二氏は事術に際して葬常に緊張し

たという。 はたして臨床の鶴１例 は成功

し、豆隼後 にそ の患者は製薬会社 に輯 就

職までできた。 人］二心臓の長期塗孫記録

７年半は簡 難に破 犯そう である。 その後

臼本 では異例 の逮さで２０１０年１２月に摩

俊労働奮の製造承譲が下り、 ２０工１年２月

には公駒保険の適期を受けた。 いわゆる

「保 険が養く」 か どうか はその治糠の 普

及 に巌響 する。 傑険償遼 額は１細０万 円

であ る。 つま り恩 者負 撞は３割の５００万

閑余りとなる。 これでも商いように恩わ

れるが、 実際 には商額医癬の遼付が受け

られるので患 者は数十万閂の負担で済む

ことになる。 日本の心臓痛患者にとって

はまさに夢のような誘である。

「エヴァハー ト」 は黎明期 を脱 し、 い

よいよ末期簸症心不全患者のための心臓

移植に代わる 最終手段として確鰯たる地

位を確立する ことになろう。

舳奇俊一氏 は語る、 に れは小 惑星探

査 機 は や ぶ さ に 微 て い る。 １０ 牟、 ２０ 年

とかかっても、 成功 しなかったら誰も見

向きもしてくれない。」

（三井夏海） （参考：清陵勉強会 （２０１Ｚ４．

２４）、 醐 Ｂ 新 闘 グ ロ ー ブ （２０王０，３，２２）」）

山崎俊一氏インタビュー

（イ ンタビュァー：坂本純 三排夏海）

純：僕らが考えているテーマというの が

ｒ何を求めて生 きるか」 と いう ことな ん

ですが、 いま、 挫の中を見渡したとき に

噛 分の考 えをもっ て自 分で 生き る」 と

いうことが、 一兇幾たり煎のことのよう

に見えて、 案外できていないん じゃない

かと思うんです。 溝陵時代 には意織もせ

ずに 「千蔑人と離も吾往かん」 と騒い で

い 塞 し た が、 今 考 え る と、 こ の 敗 き 方 が

今の社会に必要なこと じゃないかと恩う

ん で す よ。 そ こ で 今 賞 は、 涛 陵 の 校 暴 を

そのま凄地で歩んでこられた山騎さんに、

元気づけていただけるよう なお誘を飼 え

ればと恩ってい菱す。

外国に行きたかった

夏海：ではまず、 このお仕寮を始められ

た慈っ かけですが。

山崎：ええ。 たまたま私、 緩済学部です

が、 若 い 頃 の 馨 っ て 蕎 う の は、 海 外 に 閉

たかったんですね。 清 駿の頃は東京に行

慈たかっ た。 世界を股にかけた仕事がで

きればいいなと思っていて、 繭杜に入っ

たんです。 ところが実象が老徽 の時計麓

で、 私 褒 努 だ っ た の で、 継 が な け れ ば い

けなくなったんです。 それでも海外への

夢 が 檎 て ら れ な く て、 思 い 並 っ て、 栽 時、

縞婚して小さい子 どももいたんですけれ

ど、 一 隼 間 イ ギ リ ス に 留 学 し た ん で す ね。

ちょう どそのと慈に医者になっ てた弟が

今のエヴァハー トの原型愛考案したんで

すけれ ども、 父が 「おまえがやる んだっ

た ら 会 社 を 創 る。」 と、 そ れ を 言 い に わ

ざ わ ざ ロ ン ド ン ま で 来 た ん で す よ。 と こ二

ろ が、 観 母 の 詠 難 が 屈 い て、 急 滋、 父 は

肩本に帰らねばならず、移動するタクシー

の 中 の ２ 時 閥 で、 「遭 ひ、 そ れ は や り た

い。」 っ て 言 っ た ら、 父 は 「分 か っ た。」

と 雷 っ て 扉 っ た ん で す。

翌 年、 会 社 を 設 立 し て、 社 蔓 に な る
と、

これでまた海外に蝸られるんだと恩いま

し た
。

夏海：文系から理系への転身ですね。

山 騎 ： ア メ リ カ の、 ＦＤＡ （ア メ リ カ 食

晶医薬品燭） とか、 いろいろ行くんです

が、 工学も医学も勉強していく わけです。

緒 局、 ア メ リ カ の 教 授 や、 日 本 で い う 厚

労省と誌をしていく卵 で、 文系理系 なん

ていう垣襖を作っているのは肩本だけな

んですね。 弁護士 でありながら工学幡土

とか、 医者でありながら弁護士
とかよく

います。 理系だ文系だということで選ぶ

基準にするのは閲違っているんだなって

い う こ と で す。

大手メー力一は

医療機器に及び腰？

蔓海：そう はいってもいき なり専椚外の

ことを始めるには不安があったん じゃな

い で し ょ う か。 最 初、 決 断 す る の に 棚 当

勇気がいったん じゃないですか？

山 崎 ： そ う で す ね、 最 初 は、 膚 分 で や ろ

う と は 恩 わ ず に、 エ プ ソ ン と か い ろ ん な

ところに持ちかけて一締にやりましょう

と。 ところがけんもほろろに断られまし

て 。

夏海：大手として、 俵藤なんかできるも

のではない、 瀞売にならないという感 じ

だ っ た ん で し ょ う か。

山 蜷 ： 滋 縛、 Ｈ 本 の メ ー カ ー は、 人 の 禽

に閥するものはやっちゃいかんという感

じ で、 特 に、 体 内 に イ ン プ ラ ン ト す る も

のは穐対にだめ。 それで、 費揃 払いとい

う こ と に。

だから、 アメリカなんかでもそういう

こ と を や っ て い る の は、 大 手 で は な く て

みんなベンチャーなんですね。

日本で認可を採るのは

至難の業

夏海：２０隼も の 閥、 総 構 ご瀞 労な さっ

たと思うんですけれど、 一番大変だった

ものは何で しょう か？

山 崎 １ 一 番 大 変 だ っ た の は、 僕 ら の や っ

ている 医療機器っていうのは、 お上 に認

啄されないと売れないんですよね。 他の

工薬製轟と違っ て、 できても売るこ
とが

できない。 幾局の認可っていうのは必ず

いるわけで、 その認可をとるのに どうす

ればいいかっていうのは、 日本は教えて

くれないんです。 圏分で考乏ろって言う

んですね。 取り合っ てく れなかったんで

す、 最 初 は。 そ の う ち 国 も こ れ だ と ベ ン

チ ャ ー が 育 た な い っ て 分 か っ て 奏 て、 槻
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談艦臓 っていうのができはじめて、 教え

てくれるようになったんです。 治験磁棚

談 と か。

そ グ）一点、 ア メ リ 吻 の ＦＤＡ （食 晶 隆一薬

納 糧 ダｏ拙 量鮒 胱 囎 Ａ姓ｍ｛独…ｓ亡閉ｔｉｏｎ） は

慈ちんと１そういろ棚談綱陵があって、 シ

ス テ マ チ ッ ク に 滋 轡 を 誉 れ て い る。 も 弓、

「ア」メ リ 吻 か ら や 為 か １」 あ 半 ば一激 つ て

い た ん で す が、 綱 膜 が 鐙
わ 篶 た ん で、 篶

傘 か ら や る 杜 い 吊 こ と に な・） た ん で す。

嚢瀦：洩然で慈あがりたものは、 試駿を

しなけ枇 ばいけないでしょ巧螂 し功・し容

錫 な チ ｘ ト で は な い と一蟻、うヴ）で す が 言

山鵬１：雑常 にもグ）鍍 い、 いる んな 試験

受 や ち な け 机 ぱ い け な い ん で す。 そ の１＝串葺

には、 動物爽験も務机ば、 入に鍍
う鱗麻

、誠 駿 と い うグ）も 虜）る。 で 慈 為 讃 で に ！ｏ 埠、

薙 売 す る 濠 で に 至ｃ 僚、、 い か に で 慈 て か

ら 簸 い か っ て い う こ と で す ね。

憲昧深いエヴァハート

翼鰯１議は褒わり嚢すが、 ユ ヴァハート

ｏ）私鮒の膚ヨ療は？

山 臓 ： 命 熟 し た σ）は、 ぼ く θ）錦 な ん で す

が、 「ユ ヴ ア （犯ｙ Ａ）」 と 「ハ ㎞■㌔」 碑）

澄蕾爵で す。 エ ヴ ァ っ て の は、 仏 教 棚 綴 で

鳶うと ｒ刷他」辛 災瀞 で欝巧＆、ｒ災ξピ

繊 禽」 占） て い ろ ぶ う な 激 練 が 称 り て、 撚

学虞匂にはエ ゴ¢）灰蛾養茎蚕にな幻塞すむ 暖｛分

の 心 臓 と の 融 禽 り妄徽竈 そ し て、 ぶ ヴ ァ

に は、 亙ｙＥ疑 も か け て、 「氷 滋 な ゐ 心 臓」。

護 海、 そ う い う、 ，畷 い を 込 劫）て 付 け て い

る ん で す。

翼溺：爽際に使っ てどうか・）ていう 轍沓

も来ているわけですよね。

山鰯 ：そろ ですね 一 卒の臓糠が誹三徽 に

よくて、 孜 稼離は 醐 狐 蝸 護でで３脈暮。

命フ批 例 人っ て蜜 すかち、 威績胸 には、

徽 刺 です。

霞辰嗣繍誰干萬人醤往集

爵簿：＆こみで溝駿倹にメツセ㎞ジは３

出 麟 ： 腕 ｙｓ， 泌 籔狐 附至ｃ雌ｓ。 い
護 潜 い 人

は夢がないみたい なので。 そして腿：弊と

の競争が激 い 叱 帝ないですか。 やは幻

銭 けない銃縛ちが必嚢 じゃない でし虞ろ

か、。 繋 は ち ぶ っ あ し た こ と で 心 が 抜 れ な

い人材づくりが大 繋じゃ 姑・かな躬

炎鮫 嚇焚功夢）元なので、 炎敗をす 納
童

にい ろんな傭鞭を先に手 に入れす ぎて、

繍燭ほんとの綴験が付かないうちに、 大

き く な一） て い く と、 どっ か で 畷 い て、 リ

カバリーってい弓か、 鮫昔復減職っての

ができなくなっちゃってるかもしれない

で す ね。

純：搬の套刺こ１は失員史しないと分からない

瞭ってかなりあり塞すよね。

山燭１闘籍童童望ベンチ々一なんて炎鮫の逮

綴なんですぶね。 そこから槻を学ぶかが

キ ー な ん で す よ ね箏 ト ラ イ ＆ ユ ラ ー っ て

い う ん で す ぷ。 全 郷 ト ラ イ ＆ サ ク セ ス ・

サ ク セ ス な ん て 打 く わ け な い ん で、、 そ ん

な人徽なんてあり得ないんで。

嚢 瀕 ： 命 鰯、 我 冷、 こ
ろ い ろ ヂ ㎞ マ で’、

兜離方の取材をして慈たんですが、 鮪概

に い か れ た 小１二１鵬 慈 ん な ん か も、 灘 の百亨葦

では繊猪 なことを袴えているんでしょう

けれ ども、 やると慈は獅突猟遼み
たいな

感 じ で。 榔 い か も し れ な い し・炎 鮫 も す る

か も し れ 扱 い け れ ど い っ ち 箏 う。 こ 枇 は

精 鰻 の１＝１＝王で 彰陸 残 し た 人拶）焚 遜一
扱 か な と

い う 感 じ が す る ん で す。 巨王、鵬 魯 ん蒙）瀞 督

闘いているあ， そういうところは命の瀞

い入に依けて い蕊という餓がし蜜す凸

山嫡１潜いやつなんて け 偶 人＆鰍も務

徽かん１」。 締壷を篶た絡 噌 ら登檎みて」

を い う の も 簸 蟹帥 そ 批 奮 し な かデ） た ら、

滋欄 地 じじいに後・・ち伸ろので （笑）。

猪 い 汚 ち は や っ ぱ り、 と に か く、 ど 輿 ん

韮１脚瀬：蛾 鱗 儀 で。

繍：ここからの夢 は何ですか？

山鰯：こうい 洲１籍について、 悩：のため

人グ）た蚊灼 て請う倣繋をして巻 雛が嬢く

一華 せ だ と 溜、ろ ん で す よ ね。 腿 静 の 弗 な ん

か 鳳 て て も， １．１鵬 一 族・） て の は ／ 人 も 腿

猪がいなくて、 爽然変鶏のよう に腿瀞に

なったんだけれ ども、 被の繍院に繊ねて

い っ て、 槻１。三準 徽 し た 廠１督 誉 ん籔）ご 家 族

なんかが、 燃下で余うと、 事を禽わせて

るんですよ松。 俺もこんな仕籍してえ い）

ていうのあるんですよね。 そう いうのに

少しでも携 わっているっていう のが華せ

で す ね。

爵 驚 ： エ ヴ ァ ハ ㎞ ト に 関 し て１ま、 ま だ こ

れから改農の方胸が当然おありだと、霧、ろ

ん で す が、 こ の 兜、 ど ん な 形 に、 ど う い

う 風に改農していかれるのでしょう か子

山縮：腹療機欝と履薬鼎と の逮いっ てい

妙 ンメ ヂ イ 釣 伽 絞繍 鰍 窺 漸

徽 媛 山 鵬噌簸一 疑（壌◎鰯嚢〕

う の は、 薬 は 一 膿、作 っ た ら 維 対 焚 え て は

いけないんですね。 とこるが，腿糠機篭わ

て い ろ び）は、 … 憾．
作 っ た ら も う、 改 良１

改 畑）繰り返しなんです、、そういろ改庭・

改 農 奮 ユ ン ド レ ス で や る こ あ に よ つ て、

他の会枇 が遺繊で慈なく なっ て し謹う。

じれが、 腿療機繋紬）特徽 なんです。 兜灘

瀞刷猪ってい弓のが雑常に鵜くて、吉 で慈

てから認載ほ で 郷 年かかるわけ ですね。

そ ω ⑪年ダ澗 に兜竹メ ー吻一 は どん ど

んいいもヴ洲 していくかみ 狐 り けない

んで…釘ね螂 鰻棚に事登付 ける＆いうのが

大 麓 で。

嚢 溺 ： じ 伸 あ、 こ 枇 か ら ど ん ど ん 艦 化 し

て、 い い も の に な・） て い 慧 嚢 す よ ね亡，

山鰯：そう なりたいですよ松。

翼 海 ： い 塞、 爽 際 に ユ ヴ ア ハ ㎞ ト を 使 り

ているのは海外にもあるんですか？

出鰯：これから、 アメリ均で嚇鴻爽が始漢

り護 す。 旺 マ㎞ ク （す
べ て の 肌〕棚灘

鰯の藤準壷瀦たす鰯脇 に付けられる） の

擦僚も、 鍛終殿 鱗です。

欝簿：鍬たぶう なことをやつ ている脅イ

バル企繋は？

山 鰯 ： あ り 護 す ね。 ア メ リ 吻 で ２ 祇。 旺葦

本 で は 今、 案 質 僕 ら だ け な ん で す。

嚢 溺 ： で は、 強 壇 携 で す ね。

譲だ 捌灘慧したいことはたく警んあ匂

ま す が、 そ る そ る 縛 閥 で す の で、 勉 強 会

の会揚に移り塞 しぷう か。 澱蒐なお繍登

ありがとう ござい塞 した。
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（脇液瀞：伊麟洋一一 衛あんな 蔚れいな）

三井健郎：こあら 洲を堺鰻強の趨滅蜘婁１

コ ン ク リ ㎞ トｏ

藩れいな：なんか、 瀞滋 のコ ンクリ㎞ト

と変わらない氣がし蜜す けども。

三井健郎： 胤た菱１は変わらないんですけ

れ ど も、 爽 は こ の コ ン ク
ヨグー ト は 鯵 遜 の

コ ン ク リ ー トグ） 破 渡 の １０ 傭 以、１二、 ３００

二 瓜 一 ト ン の 強 陵 が あ る ん で す。

藩 あ ん な １３００ 二 皿 一 ト ン て、 ど う い っ

た徽なんですか？

三 井 健 郎 ： そ う で す ね、 ３００ ニ ュ ー ト ン。

例支 ぱ、 こち らに灼砂機があります。 こ

れ は ｌｃ韮拠１ガ σ）普 遜 び）狗 砂 繊 な ん で す が、

もしこ０）鋼 砂撚がこち らの３００ニュート

ンヴ）コ ン ク り ㎞ ト で で 蓬 て い た と し た ら、

こ０）灼 砂 撚葦の 火 慈 葵 …’つ で’３ ト ン の 駁 さ

に鮒えることがで慈蜜す竈

藩 れ い な ： チ 黎 ツ ト 狩一）て み て も い い で

すか？ わあ一、 酸たい！こんなに少し

の コ ン ク リ ー ト な の に ！

伊 藤 洋 一 ： で も、 コ ン ク リ ー ト っ て 感 じ

し 薫 ぜ ん よ ね。

三 井 健 郎 ： 衡 陵 が 非 常 に 鰍 徽 で１！．遥いσ）で、

石のような綴襟な跳触りになっている。

プ■レーター：今 剛妻葛溌された趨商強渡コ

ン ク ｉ） ㎞ ト と 従 衆ぴ）織 繊 陵 コ ン ク リ ー ト

を此べてみると、 その藻が分かると董雪弓

こ と で、 圧１三カ を 掛 け て 爽 繊 し て み る こ と１

に
。

従来の高強慶コンクリートを

圧縮強慶試験器にセット

ナレーター：まずは、 従来の商強暖コン

ク リ ㎞ ト。

ナ レ㎜夕 一：圧カ をかけ続け、 豆２０ｔの

と こ み で
、

伊 藤 津 一 さん と

三勢健套隅

藩 あ ん な １ 慈 帝 一 ！ 爆 飛 し ま し た よ。

コ ン ク り 一 ト・） て 爆 発 す る ん で す か 子

三井健郎：そうですね、 ものす
ごいｌｌｌカ

が 掛 か一） て い ま す の で、 ち ぶ う ど ガ ラ ス

のように錐徽に繊密な構遼にな一）てい塞

すので、少しヒビが人ると 鰯 榊 にボンッ

と破蛾してしまうｏ

ナ１ノ ー タ ー １ 次 に、 趨 鵜 繊 燈 コ ン ク リ ー

トに丑１三カ を繊けてみる。 先はどの１２０ｔを

遜 か に 趨 え、 ２４０ ｔ グ）工１≡カ を 掛 け た と こ

ろ で
、

三井健郎：こちらは、 兜ほ どのよう に爆

裂 す る こ と は な い。

伊藤洋一：形は残っていると養害うことで

す ね
。

三井健郎１壌 れるんですけ ども、 球徽に

ゆっくりと壊れますんで、 この状態でも

磁物が健企ですので、 地麗 が来ても、 そ

の閥に人渕は安念に避難するこをがで慈

蒙 す。

伊 藤挙一：これは、銘化しないんですかア

三 井 健 郎 ： え え、 将 遜 の コ ン ク リ ー ト

は１００勾１三と か ２００停 と 簿 わ れ て い ま す が、

こ の：コ ン ク リ ー ト は、 針 算一二で は １ ガ 箏

以 １二も つ。

藩１あ ん な ： 兜 坐、 こ０）コ ン ク リ ー ト は ど

う してこんなに繊いのでしょうかア

三 井 健 郎 ： は い、 雲 ず で す ね、 襟 遁 の コ

ンクリートが例で州来ているかといいま

す と
、
ま ず
、
紗 刷 ・ 砂 ・ セ メ ン ト

、
そ れ

と、 こ二の 水。 こ れ を 槻 ぜ る と 普 逓 の：コ ン

ク リ ー ト が で き あ が る１双 で す。 で、 こ の

魅王商 強 度１：コ ン ク リ ー ト に は、 そ σ）ほカ・に

秘徽の材料が一 つ あります。 そ れがこち

ら の シ リ カ ピ ュ ー ム と い う 趨 微 粒 予 で す。

これがどのく らい細かいかと書いますと、

こちらはこのシリカヒュームを搬微鏡で

搬 っ た 堺 奥 な ん で す が、 爽 は で す ね、 こ

の大養な塊がセメ ントなんです。

で、 こ０）燭 り に 瀞 い て い る 小 誉 い ボ ㎞

ル０）よ う な も０）、 こ れ が シ リ カ と ユ ー ム

で す。 た ば こσ）燦 と＝拝毫 じ く ら い の 小 誉 い

材料籔んです。 この艦微粒 篶を入れるこ

と に よ一〕て コ ン ク リ ー ト が 繊 密 な 徽 遼 に

なっていくとそういうことになり嚢す。

藩れいなｌ１沐 は地麓が」多いことに閥係

しているんですか？

三井健郎：そう です ね。 地簾に対して 火

養なカ が加わり塞すから、 それに鰍えら

れるような 丈炎なコンクリートを遼 らな

い と い け な い。

藩れいな：安企に闘わることだったんで

す ね。 あ り が と う ご ざ い ま し た。

４人ヘルメットをかふって

移動

慧あんな：こちらは何を桝究誉れている

んですかア

三井健郎：こちらは炎を棚１えて、 コンク

リ ㎞ ト０）蔓爽き を淑彗る養武；轟棄嵩崇。至２００て二嚢

で槻陵を上げてコンクリー トが どのよう

に な る か 斌 験 す る 鑓 臓 で す、，

蒼れいな： かなり熱いですね。

藩 あ ん な ： こ れ、 二 つ あ り ま す が。

三井健郎：ｌｆｌに う側 が、 従來の商１錘渡 コ

ン ク リ ー ト、 手 嚇 側 が 我 々 の 遺 っ た 趨 商

強 陵 コ ン ク リ ー ト に な り ま す。

ナ１ノ ー タ ー ： ク レ ー ン で 持 ち」、茎二げ な い と

運 べない ほ どの 分燦い ふた。 この 巾 は

１２００℃ に も な る の で、 遼 誘 れ な い 穰、

ｌ１藪りも熱くなる。 鱒藪に密閉してバ㎞ナー

で熱を加え３０分後畿を閥けてみる。
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慧れい稼１ああ、 無い：

鰯 籔撃一 ： あ ～ あ、 も う巾 全 然 違 う。 だ っ

て、 １
養に う 鰯 な い も ん。

驚 れ い な ： っ て こ と は、 奥 の 方、 あ れ は

爆 黎 し た一） て こ と で す か ア

三 井 健 駆 ： え え、 も う、 火 災０）炎 で 爆 製

し て し 護 っ た と＝い う。

燦藤潔一：すごいですねえ曲 こ机。

藩 翻 ん 慈 ： こ れ、 火 に 強 い メ カ ニ ズ ム

胸なものは何かあ愁んですか？

三 辞 健 麟 ： は い、 こ 批 は、 火 に か け る 鮒

の鱒棚 なんですが、

ナ レ 榊 夢 榊 ：爽餐鵜 強 陵 ツ ン ク リ』一 ト の１葦韮

に は、 鯛 欽夢）綴 い 針 金 ＆ ポ リ プ 奴
ビ レ ン

と い う 繊 綴 が 入ナ） て い る。

三妻繍嚢嚢聾：つ ンタリ七一トが火登受け護す

と、 コ ン タ リ ㎞ ト の 刺 二爽 は 水 が ま だ た

く 苔 ん 人・）て い る ん で す。 そ れ が 熱 せ ら

矛は すとこれが水藤筑 になって、 水燕餓

になり護すと体徽が何 ポ俄にもふくれ齢

がります琢）で、 その１
二１三カで従勇帥 鵜強随

コンクリー トはそ 似１三カで燦羅してし護

う。

と こ る が、 我 命 が 遼・）て い 為 艦 鵜 繊 鰹

コ ン ク リ ㎞一ト で は、 肴 批 に ポ
；） プ 滋 婆 レ

ン繊維＆いう糊かい繊維療人乗鵬 ぶ怒に

よって、 そ枇が大 体菖⑪む℃ で＆けて艦く

なり護すむ そ巧す忍＆、 繊綴授）か 沈 ＆

こるがちぷ弓 ＆トン率ル拶）盗勇な小磐い

鋼華ゆ ぷう に か一ｘ、 水蕪 知肯三登外に逃

が してく 枇 乱

鰯 麟 簿 一 ： 外 に 逃 が す螂 簸 鍍 で す ね幸、

三鉾鰹鋼：そ批と１榊寮に大慧 創ヨ１カが掛

かってい譲す から、 それをこ０以 チール

ファイ バーにぶ がび１三カに対 して楓航 し

て コ ン ク リ ー ト を 繁 落
．ｌ
ｌ二め て い 為 と、 そ

う い 弓１、二つ の 効 雛 で、 火 災 に 鮒 し て も 笈

企な撚遼とい㌻ム 引こなります。

驚窮 ん潔：一塊 しただけでは分からない、

呼崎 ではいるいみなことが怒こっている

ん で す ね。

三井健離：そろすね、 かなり複雑なメ 沸

ニ ズ ム で卑 火 災 曇 搬 簾 あ。

ヘルメ汐ト衛取って移動

燦藤潔一：命膜は価 ポ

ナ レー揃多一一： 携蓬綱≧し た 岐 コ ン ク リ｝一 ト¢）

状態で趨鱗臓 陵コ ンクリートにはある特

徽 が 簸 ら 批 る。 二二二」
入拶 瑚１誉 走 て い る 容 鱗

に は 倹 コ ン ク リ ー ト が 人 っ て い る の だ が、

右 の 容 機 に は 綴 滋 σ）コ ン ク リ ー ト、 湾三の

容襟には趨商強陵コ ンタリ ートが人って

い る。 （、二人 が 梼 ち．
１二げ ぷ う と す る。） 閑

崎に容襟を引慈１二げると、 趨縞繊陵コン

ク リ ー ト は 広 が っ て い く。

藩頚んな： どんどん欧がってい養護すね。

ナ レ ー タ ー ： し か し、 灘 滋 の コ ン ク リ ー

ト は■容 緒グ）形 の 濠 護。

藩轟ん猿：かなり遼い護すね、 これだけ

こグ）紬 る 慈 が 遼 う っ てグ）は、 ど０）よ う な

メリッ トがあるんでしょう か？

三井鰹餓：ええ、 例支 ば錐物を遼ると警

に、 概 や 梁σ） 刺 こ は 鍬 筋 が い っ ぱ い 人 っ

て い る、 で す か ら、 こ ろ い う萎馳 リ ン ク

リ㎞トだ＆なかなか入 一ζいかない臼

繰藤灘一：欽鰍に絡み禽わな ～ 穴 勢で

すね出 こ枇恋＆す㎞篶＆絡んでも灼 も

蔓 鉾 縫獲聾１ す 彩・） ＆」入 り て いで）て、
澱 雛

滋りの形はなる災彩 は１三鰯冷戴で施鎮蔭批

刊 ぺ 批 巧 帝 批 篶 一・遼・穴 い 刷測

は薬らかく、 鰯護り怒 したら強く＆いう山

コンク以一ト⑳

事縫の展襲は…

驚 磁 ん な １ ツ ン タ１
」
｝㎞ トｏ）強 陵 が あ が つ

て慈ている 剃 ユ る命後の澱螺＆ 仙・か、

籔丁舵搬について教えて頂け護すかξ

３ 井健 鄭：はい。 螂⑪箏く ら いは、 ツ

ンクリ ー トではビルの 鵜慈は 州鍛く ら

い 護 で が 鰹 堺 だ・） た ん で す。 そ れ は コ ン

ク リ ー ト が 鱗 か一。た か ら で す ね、一 と こ る

が、 そ 紋 か ら だ い た い ツ ン ク リ ー ト の 披

徽鰯稔は 柵伴で強陵カη 縦になゐよ弓な

そ ろ い甘）た ス ビ ㎞ ド で 遼 ん で い 嚢 す。

燦 藤 灘 一 ： 粥 箏 に 二 瓜 一 滋 一 ク に 花
二
つ

た ん で す け ど、 そ の と 慧、 もヴ）凄 く 践 い

ど ル 錐“）て 凄 し た ぷ〇

三 辞額嚢嚢膠： は い、 ニ ユ・一 籔 ㎞一ク グ）鵜 臓 ビ

川ますべて 欽徽でで葵てい護す竈 欽でで

慧 て い る。 欽 だ と あ あ い う もグ）が で 慈 た

と い 弓 こ と が … つ。 そ れ か ら、ｌ１沐 と 遼 っ

て ニ ュ ー 藪 一 ク は 地 簾 が 艦 い ん で、 横 ガ

１胸９）ま痩壌蓬ソコを・緊卜奪零し な くて：㌔、も、ｏ

僚 藤 洋 一 １ な 創 嚢 ど ね、 地 簾 の 鰯 係 か。

三井健麟１護っす ぐ積み、
呈二げていくだけ

なので、 ああいう趨縞耀１が可能になって

いくとそ㌻いうことです。

解藤潔一：フンクリー トの揚倉も、 働牡

のよう なああいう新 しいものを使って、

薬材としていいものがで慧るよ 引こなつ

た ら、 輸般で慧るん じゃない かとい汚氣

もすゐんですけ ど苫 どう ですか㌘

三辞健鄭：そ弓ですね、 爽は、 刺義１です

と か、 シ ン ガ 嚇 一 ル。 そ れ か ら距１棟 、 こ

弓 い つ た ＆ こ る で 錐’鯵 に寮蕾婆カ書増 灸 て い

るんですね。、 制
＝ｌｌごらん臓いた 「材 棚焚

徽」 も一徽堺鍛磯ゆ も豪）ですけれども、 そ

れ を 殻 討 す 為 「構 遼 殺 剤⊥披 微
出
ｊ あ 「滋二、１二

披 徽」、 こ今 した ちのも。ｌ１王傘浮瑠 殻搬

搬 は腿堺鍛鵜燦。 こ㌻した戦冷の披術を

パ ッ ケ … ジ し た ソ ツ ト ＆ ハ ㎞ ドダ）蕊 ン ジ

ニァリ ングとして海外に輸搬する ど蓬わ

こ と は一紅 分眞 雌 推 が あ る と占灘、い 嚢 す。

鰯藤灘一：あむ蜜すぶね。

穣籔鱈 ん 愁 ： こ グ）事変聯菅 登妻寮・）｝ｃ す る ＆、

だいたい鍛 鮒 胴 浅一ト 洲 雌 物が鰹て

られ為んですか？

三鱗１鰹壌贋：今徽堺鍛縞夕鱒のどルは、 柳瞭

のドバイ にで慧た８⑪ｅメ冊 ト 払 爽はあ

拶）妻楚聯導は享幾々功董便 ‘）て い ゐ よ芽）も 概 い コ

ン タ リ ㎞ ト で で 慧 て い る ん で す。

驚姉妹：そう なんだあ。

三井健郎：我々の披術 を狩ってす れ ば、

あの嵩㈱ メートルを趨えるぷうなそれこ

そ乱⑪⑪⑭獺ユを趨 えるよろ などルも 泌能に

な っ て く る と 恩 い 護 す。

驚 務 ん 稼 ： い つ か あ れ で す ねキ 窟、
１
．二１．
≡１か

なんかが１、け）嚇 にあった
葦）とか……あは

は ・ “ ・ ”
，〕

伊藤洋一の

アスチク歯コンパス

輝 藤 津 一 １」舳１岬 し １二 げ て、 今！
二１ は 本

１１考に驚慧謹した。 ツ ンクリートい 抑）は

私たあの 歎逝葦こふんだんに称るも㌘）なん

ですけ狐ども、 そ 引ζ、 堆蟻撚の搬弊で

護的 ぷ汚な μ 一 η）淡螂」 つ護 ザ 淀

鱗 閥に音賞嚇韮が１艦燐して’簾積 陵が践護為、

そ弓い考艦歩幼まコンダリートゲ）鮫弊にも

あるあい汚こと 登今〔１鋤ぬで突帥 蜜し怒。

薫ヨ本の鰹殺繋も趨二堺の懲１澄薬も灘来太

慈く裟わる 卵 搬 が 秘 な 挑 与灼 酌

に一響、い 塞 し た し、 竹１１１ 破 搬 研 鏡策卿）三三箏

慈んが 閉 本ｏ）搬椛は徽弊夢）鍛兜鵜登いり

て い る の だ。」 と い う 籍 を お り し 箏 つ 怒

艦はですね、 錐常に湧氣づけら素ほ した。
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㊥ ７９回生摂術者対談
漂蘭健太 郎：渚リ ンパス ビジネスクりヱイ ツ

三辞 健郎：竹申工務唐建設技術研究部

インタどユアー：三丼夏湧 坂本 純

嚢潟：鍛兜端の披循に携 わっているみな

誉んに、 縫臓奮交えながら、 米來を規撚

吏て搬徽 毅の心を偏 いたいと恩います。

健太郎 閉 割 ｍｃ２と いう、 エネル ギー が

ものにかわるっていう武 に感鋤したの が、

撃誓係 に 鑑 ん だ 慈一）か け。 キ ーフ ㎞ ドは 「ご

た」。 「ごたっ小僧」。 溝陵は鏡概の「ごた」

だ と 恩 う。 「ご た」 の剛１１に ク リ ェ イ テ イ

ビ テ イ ㎞ が あ る と一機 う。 幼 い 頃 ぴ）滋 び の

１抑 に、 夢 や わ く わ く 感、 感 鋤 が あ る。

約 ３０室菩三く ら い 繍、 ＴＯＳ ｍ 狢Ａ に い た。

１ヨ 分 は 機碓霞二葦二栄 で、 ど デ 孝 ディ ス ク プ レ ー

ヤー０）㈱施を していた。 企くお乎本がな

く、メカ撚遼から考えなくてはならなかっ

た ん で す螂 で、 寝 て も 起 慈 て も メ 吻 の こ

と が 麟 に あ 一） て、 新 し い ア イ デ ア が 何 も

繊 て こ な い、ヨ 錐 徽 に 椛 渇 し て 濠ｉ分 は 怒 め

だと恩って、余てをあ惑らめて風蟻は入り

た鱗閥に、 映徽と してアイ炉ムα）兜臓形

が 浮 か ん で 噌 た グ）讐 初 め てび）体 駿 だ っ た。

ひ ら め 養 が 趨 こ・） た の、。 瀞 し ん で 瀞 し ん

で何も圭１１ないとい 刊１で。

健 郎 ： パ ス ツ ㎞ ル が、 「偶 然 の チ ガ ン ス

は 雌 備 し た 心 にθ）み養虜 れ る。、」 と 鳶 っ た。

い つ も 心グ 沖 で 雌 燃 し て い る と、 チ 轟 ツ

としたピ ントから大飛夢色登する。 たぶん

そ う い う 餅 だ と一機、う ん だ よ ね。

健 太溜彊： い 護、 披 徽 荷 と し て、 ハ ー 汽 ウ

苅 山 愛久１ソ ニー

南 嵩子１震業 生物資源硯究 所

ヱアユンジニアリング （設剥欄 猪） とコ

ン テ ン ツ 鰯 作 披 撚 っ て い う、 映・像 と か 鰍

１ヒ腿珂と い う コ ン テ ン ツ そ の も の と、 禽 幾
妻

披 術、 そ れ ら 全 体 登 プ ㍑ デ ュ ー ス す る こ

と に取り鰍んで います。「、
窒闘滋 此 っ

てい 引饅堺 なんです。 制茎脆 映像と 蘇と

コ ン テ ン ツ で 條 っ て い く ん で す よ ね。

璽 久 ： そ 机、 鰍 繊 湖 っ 端 か な ん か で、 も

グ）凄い 制鰯滋洲 したら、 人を呼び込むっ

て い う か。

纂溜 ：新 しい花火大禽になる。

健太郎：そうなんだよ。 これからは 制裁１

滅蜘で新 しい愉携を体り、 爽際の ビジネ

スにつなげていく が鍛終の１：脇 なんです

け れ ども。 ぼ く１劃 身 と＝ し て は、 ハ ー ド ウ

ェ ァ と ソ フ ト ウ ユ ァ を 融 含 す る こ と に

よって漸 しい付棚燃維が徽嚢れ、 そうい

う 制葦竈に人を呼ぶこと＝で、 新たな ビジネ

スにつな げてい惑たいと努えている。

尚予：ジ㍗ ングル０）瀧 腿とか 喬りと か

脇て慈た らおもしあいですね。

健太郎： かおりと か言蟻峻 とか、 筑撤とか

維餓正１三とか孤感金てを溌動させて 劉譲陸

侭・） て い く と、 葦ヨ 本 に い な が ら 爽 然 ジ ャ

ン グりレｏ）１
」
ξｉ看二二 な っ ブご り、 減襲

ｏ）１事，呂こ㌔、二る拝露

鋭になったり、 隈りなくリアルに近いバー

チ ャ ル。 映 徽 披 徽 が 遼 化 し て い る の で、

あたかもそこにいるような僚繊をする雛

が で 慈 る。

嚢久：そ れ、 一 霜は、 施な ん か 卿 年 代

の 校一禽 だ … … 物 灘 螂 ０） 搬 蜜．に 行 っ て … …。

健太郎：で慈るよ！ バーチャルで傍 れ

ば。 体 れ た ら す ご い よ な。

嚢久：校禽の葦仰歩けたらいいなあと恩っ

て さ。 ２０ 埠 後 く ら い に さ、 紅 や の 総 灸 で、

芦を闘けたら溝陵だっていうのが。 いい

な あ、 そ れ や っ て よ。 「二三三村 兜 坐 〕 っ

て い っ て ガ ラ っ て 閥 け た ら、

健 太凄匿： タ イ ム ス リ ッ プ し ち ゃ う。

嚢久：それこそ付加 燃薩のある祭闘だよ。

本ミ当にそう いうの楓ってるわけ？

健 太 郎 ： そ れ は、 ニ ッ チ と い え ば ニ ッ チ

だ け ど、 溝 陵 徽 の Ｏ Ｂ に と っ た ら、 そ れ

はもの凄い側催がある。

蔓 海 ： ニ ッ チ 胸 な 感 じ の こ と が、 こ れ か

ら は 求 め ら 批 る の か な。

健 太 郎 ： 枇 の１■沖 の ガ 陶 を し て は、 そ っ ち

に 来 て る と、慰 う ん だ よ ね。 マ ス メ デ ィ ァ

のテレビから側脳 の顧嚇に人‘）て慈てい

る
。

純 ：１コ 糠 に、 「
パ ラ ダ イ ム の 変 換」 て い

う のがあった。 今塞ではとにかく利 益柳

心。 さ っ 慈、 雀 閥 を 求 め る と か、 覆 久 が

校 禽 に 人 り た い っ て い う び）は、 あ る 麓 味、

人瞬遡の 復 添 な ん だ と一激 う ん だ な。 つ ま り、

企薬側も良質な仕離をやっていくこと＝に

陶かってかないと凄ずいん じ伸ない かと。

そこにもび）づくり 舳 職 燃というの があ

る ん じ 箏 な い か と 恩 う。 汲 感 だ よ。 総 燭

波 術 を 球 め る と、 シ ン プ ル な 椴 弊、 人 廉琶

そのものに遊づいてくる。

健郎１バーチ 刊レグ）カヘ行く＆、 玩々の

コ ン テ ン ツ０）カ が 価 倣 が 増 し て く る と い

う よ う な、、

夏；簿 ： メと套１１は そこ二 ら 辺 どう なｏ）。

嚢久：総が元々入村したのは剰 勧 切 ビ

デ オ を 閥 龍 し た か っ た か ら。 今 嚢 で 毘で）

ぱなしだったテレビが、 あとからイ剛靱で

も 蒐 ら れ る わ け。 掩、 そ れ を 鰯 溌 し た く

てソニー入っ たんだよね。 録㌧ て嬢腹統

禽で覆婆な翻脇 ははとん ど社内で作って

た か ら、 い ゐ ん な 爵聾欝 が あで） た。 俺、 霜

氣ｊ縦だけ どメカ渕臓すも棚滅襲鰯いたよ。 撚

納 に な一） て 繍 徽 あ っ ち ゃ こ っ ち ゃ 行 っ た

よ。 俺 な ん か 人卒、１二し た と 慧 は、 槻 ヶ 周 も

研修やって、 余然かけなかった鰯磁かけ

る よ う に し て く 机 た か ら。 瀞 っ て や一）ぱ

凄 か っ た ん だ な。

健 太 郎 ： そ う だ ね、 制二内 で棚
：鯵 と か、 ち 呼

ん と 粛 て る っ て い う 麓 織 あ一）た ね。

嚢久：い漢人枇 して慈た級ら螂戦カ。 研

修 も 少 な く な っ ち ゃ一） て て。

健郎：披微閥発のサイクルが椴易短くなっ

ち ゃ 一） て る 。

璽 久 １ で、 そ の 後 闘 花 す る の が ね、 オ ー

トフ漆一カスとか、 季ぶれ補並の搬 棚粥

溌。、 人 倣 し て２ 律 鷺、 総 料 が／２， ３万 だ っ

た と きζこ二、 ５０
一
万 の 鋪童濠多セ ッ ト を 一黛迂貸菱っ

た の。 そ の 時 に 凝 っ た べ 一 タ の 嚇 一 タ プ

ル デ ッ キ、 今 で も 実 球 に あ っ て、 た ま あ

に、もう何十年も鮒にむくなった ばあち箏
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ん と か 蒐 ち ゃ あ、 や っ ぱ い い な あ と一饗、っ

て。 あ あ い う ２７，８ 箏 碗 の デ ッ キ が 動 く っ

て 善 う の は。 で、 そ の く ら い ビ デ オ が 豚

養 で。 や っ ぱ り、
ズ ー ム と オ ー ト フ ォ ー

カ ス を 遼 く し よ う と い う こ と で、 そ れ が

プ 泌 ジ ェ ク ト に な ・） て、 最 終 約 に は

ＣＣＤＴＲ玉 て い う ん だ け ど、

健 郎 ： 蟻 っ た ！ 俺、 ち ょ う ど ア メ リ カ に

い て、 親 父 が 来 る っ て い う ん で、 で っ か

いビデオ大変だけど擁って慧てくれって

姜婁っ た ら、 今 は そ ん な 階 代 じ ゃ な い っ て、

駿 新 の ソ ニ ー の こ ん な ち っ ち ゃ い や つ。

重 久 ： マ ッ ハ ズー ム ・ マ ッ ハ フ 津 一 カ ス ！

フ ォ ー カ ス の 搬 分 な ん て さ、 ま さ に、 俺

と 例 入 か で１粥 溌 し た。 あ れ、 ソ ニ ー で は

じ め て１怒 分０）一一１二揚 で 作 っ た ビ デ オ カ メ ラ

のレンズｏ 赫雛徽夜カミ柵１ヨも続くくらい

が ん ば っ て。 乎 ぶ れ 補、［１
三は そ の あ と。

乎ぶれ 徽訂三ってチノンの披術 が鰯係した

パ ナ ソ ニ ッ ク が 鍛 初 じ ゃ な い か な。 う ち

は ね、 バ り ア ン グ ル プ リ ズ ム っ て い っ て、

微 ガラス２枚の閥に、 あるｊ醐 陣 のオイ

ル を 入 れ て、 そ れ が 鍛 初 だ・） た。 そ の 後、

得麓のリニアモータで補■１三州 のレンズを

鋤かすカ武なんかを閥溌してた。

９６ 箏 に 働 蝶 約 な もσ）を 兜 て し ま ・） た。

撮 紋 照・含 の 瀦 溌。 こ れ か ら は 木 人 瀦、紅

や ！ っ て一銀 っ て。 そ の と 慈グ）本 郷 鐙 で、

俺 は蜘比 側 ぐ薬臓ら しい 人から、「」
丸山

撚 も た く さ ん パ ス ワ ー ド 使一） て る で し ょ

うア 覚え蓬 れないよねえ。 これ一猪だ

よ こ１れ １ こ れ か ら は こ れ だ よ ！」 っ て

簿わ机て。 究全に本遮のビデオか ら遼を

克 山愛 久潜（γ９鰯）

ソ ニニ ー

踏 み 外 し て、 ＰＵＰＰＹ っ て 名 付 け た 楕 紋

総、劔三に。 俺 は ３ 号 機 ま で 企 郷 リ ー ダ ー で

や っ て た。 そ う こ う し て た ら、 あ る と 養、

Ｓ雌｛ｃａ が 束 煎 で 閉 始 め て、 瀦 発 者 が 初 代

の 寧■薬 書１帳。 「Ｓ紅量ｃ纈使 っ て く れ」 っ て 書

わ れ て。 使 っ た ら 「な ん て す ご い ん だ ろ

う ］ と一惣、っ て。 そ の 次 の 披 術 が あ る か

ら っ て い う こ と で、 ソ ニ ー で は、 披 術 ガ

式 は 肺ｉ１Ｃａっ て い う。 そ れ に 移 っ た の

が２００３ 年。 そ こ か ら、 お も しろ く て は ま っ

て、 Ｆｅｌ１Ｃ我の 披 捌 粥 競 を や っ て ま す。

健 郎 ： あ れ は、 繍 構 外 鐵費人 が 来 て び・）

く り す る ら し い ね。

純 ： 級 勢 の糧二堺 は、 党一） て こ い の１吐弊 じゃ

な い。 徽、 １Ｏ 万 と か ５０ 万 が、童二１
ぐ 燦 し て

も 売れなかっ た時代がある んだよ。 それ

で も 一^ 徽 懸 命 や・） て る と、
胴：のｉ－ｌＩ一） て 不

恩議なもんで、 どっかで救われることが

あるわけ。 今、 会付の猪い連柳に董雪うわ

け。 涙流して党れないものを売っている

σ）を どっか で兇ててく れる 人 がいるか

ら っ て。 絶 対 あ 慧 ら め た ら い け な い。

健 郎 ： そ れ は、 あ る よ ね。

嚢 久 ： そ れ は、 灘 し い と こ あ な ん だ け

どね。 途 刺蓉んとに、 胤痢き；もされなく

な る 時 も あ っ た し ね、 ほ ん と に こ れ や っ

て て ど う の か な っ て、饗、う と き も あ る け ど。

例えば撮紋照禽なんかは、 鍛棚に、 本部

凝が１わ てく 批た一蕎で 「パスワー ド鶯

え切れねえだろう。 これからネットワー

ク の 崎 代 に な る か ら、 純 対 婆 る ん だ。」 っ

て い う、 そび）拠 り 所 な ん だ と、懸、い ま す ね。

で、 Ｆε至ｉＣ聾 な ん か も、 や っ て て…一 繋 鱗

し い と い う か、 電、蝦遅 延 で 改ヰＬ，１二め に な っ

た っ た と き、 「今 か ら 改 札 閥 き ま 一 す。」

て 蕎 っ て、
バ ッ て 開 く と き の、

ピ ッ、
ピ ッ、

ビッ……ってみんな嬢い勢いで遭巡する

ん だ け ど。 あ の１縛 俺 い つ も 恩 う ん だ け ど、

ま さ カ・、 カ ー ド と カ・、 リ ー ダ ラ イ タ ー こ

こで壌れたら大変なこ二とだな、 艦動 が起

こ る な っ て一
饗
、
う ん だ

。
で も
、
み ん な ス ー・）

て遭滋して行くから （うれしい）。

夏 海 ： 凝 闘 し よ う か。 健 郎。

健 郎 ： ぼ く は、 二｛二木 ・ 確 築 の、 魅 築 な

ん だけ ど。 火学の建築学科人ってくる連

巾ってのは、 みんなデザイナーをめ ざし

て い る。 鍛 勅 概 諭 が 始 ま っ た こ１ろ、 燭 り

は葵術家勇凡の連巾が半分く らいいて、 こ

う い う 連１事，と一一織 に や っ て く 塗１惰 が な く、

三；キ積嚢負姦秦葦（７９獲国）

竹 牟〕二務潜

チ 藪 ツ ト 逮 う ん じ ゃ な い か と。

デザイ ン閥係が不安になって養て織構

悩 ん で い た こ ろ、 丹 １
ぐ健二二三の オ リ ン ピ ッ

ク プ ー ル を 蒐 に 打 っ た の。 叫１に 入 っ た ら、

鍬 微 の ケ ー ブ ル 徽 遼二、 よ く 鯛 べ た ら、 丹

ザ 健三二三が デ ザ イ ン を や っ た け ど、 ケ ー ブ

ルの徽遼は蝉外鱗勝っていう卒縫遼の兜炊

がやっ た。 蝉外鱒鱗はあ れは１葦１分の 伽寿姜Ｉ

だ一）て 誘 っ て る の。 丹 １
ぐ 絡一三は そ れ に 燦

槻 付 け て だ け だ っ て、、 そ れ で、 徽 遼 設 鮒

を や り た い な っ て。

大学の魅繁学科でやるのは、 鉄徽と鉄

筋 コ ン ク リ ㎞ トｏ 鍬 骨 造 は、 劣遣成 さ れ た

披 術 の よ う な 感 じ だ っ た け れ ど、 コ ン ク

リ ー ト０） カ は ま だ 繊 腿 も 低 い し、 コ ン ク

リー トだと１｛）麟位し か１ｌ∫能で ない雌代

だ っ た ん で。 こ れ は 漸 し い コ ン ク リ ー ト

披獅を閥溌 したい！と。 完成されてない

披微ってところが詐徽に魅カ鮒で。

〔妻 木 の 凝 筑 が、、
虹 痢 い て い っ て、 み ん な

を 希 繁 し て、 ｌ
ｌ｛時 （１９８３， ４年）、 ふ つ う
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の 建 物 が、 強 漢 で い う と、 １ｃ崩あ た り ２０

～２４ ニ ュ ー ト ン。 ３０ 階 に す る に は、 そ

れ を 借 に。 そ れ で も 無 理 し て た の で、 桟

と柱 の闘が４搬位。 概も 太く、 あま りに

も 値 み づ ら い。 あ の 頃 の 趨 商 幟 は、 み ん

な 欽 傍 造。 鉄 骨 遺 の 弱一成 は、 趨 商 属 に す

る と 揺 れ る。 梁 ら か い し、 椛 も 綴 い し、

オ フ ィ ス だ と 火 災 夫 だ が、 ２４ 時 閥 佳 む

簾含佳宅には陶いてない。 隣の黄も闘こ

え ち ゃ ま ず い。 っ て い う ん で コ ン ク リ ー

ト充峯カミい いｏ

１三１本 は 地 麗 が あ る。 塊 震 は．
１二か ら の カ

と横からのカ。 水平力を考慮するととた

んに難しくなる。 チームを組んで１粥苑し

て、３０ 階 鰹 て を 遼 っ た。 そ れ が、４２ ニ ュ ー

トンていう鍛商の記録を洲して、 それか

ら ６０ ニ ュ ー ト ン、 品 川 プ リ ン ス ホ テ ル

で や っ て、 ８０ ニ ュ
ー
一 ト ン と 災 に 強 度 を

ヒ げ て 潟 い ビ ル を 遣 っ て っ た ん だ。

さ っ 慈’剣丈＝等勿杓…り σ）ｉ毒寿ｏ ソぐ‘挙σ）蟻葦カ、ら

フ ァ ン だ っ た ア メ リ カ の 大 懲 鍛 家 フ ラ ン

ク ・ ロ イ ド ・ ラ イ ト。 そ の 人 が 大 旧 時 代

に帝臓劃ホテルを殻誘トに来たと慈に、 ライ

トが 馴繭ｉを持っ てくると、 職人さんがラ

イ トに葱兇を爵う。 この桁の穫み方はこ

う したツゴがいい。 艦 の塗り方はこの方が

い い と か、 ラ イ ト が び っ く り し て、 ア メ

リカの職人はただ渡さ れた 酬爾の遜りに

いかに遼くやるかだが、 １
＝１本の職人はガ

法ま で葱蒐を欝ってくる。 釧≡常に感心 し

たと。 メ締 の１
二１本ではそういう雰閉気が

あ っ た。 職 人 の 筑 質。 今、 織 構 泄 の１二書１厳

しく なっているから建設薬もそう いうと

ころはほとんど無くなって、 外鰯人労働

者も増えている し、 建設薬の職人さんの

総料って びっくりするく らい低いし、 モ

チ ベ ー シ ョ ン、 そ の 辺 も 改 欝 し て い か な

い と、 今、 チ ョ ッ ト 壊 滅 約 な 状 況 な ん だ。

夏 海 ： 滅 千 さ ん は。

尚予：つく ばの縫林 水巌省 の農 薬体物

衡源研究所っ ていうところで仕雛をして

います。 稲の繍気に関する研究をしてい

る 縦一葦なんです。 禰にかかる棚熱 （いも

ち） 繍というカビなんですが、めざす
ゴー

ル は、 繍 気 に か か り に く い 棚 を 作 る。 そ

れ に は、 病 筑 の側
＝究 も し な い と い け な い

し、 繍 の 方 の 研 究 も し な い と い け な い。

双カのことを調べているわけですが、 そ

のと 養 に、 遺 伝子 組 線 え の披 術 と か、

ＤＮＡを組換え るとか、 そう いう 披法 を

使ってるわけです。 私が大学と大学院に

い た こ ろ、 ち ょ う ど、 ＤＮＡ と か 遺 伝…㌻

組換 えとかそういうことがブームになる

と養だったので、 季法をいろいろ勉強し

て、 そ れ が 未 だ に 使 え て い る の で、 も ち

ろん１＝１々遼んでいる郷分もあるんですけ

れども、 それを佼って命は稲の研究に携

わ っ て い ま す。

鍛返、激うのは、 嬢礎の研究ってす ぐ哩ヨ

１鵬 品になったり、 閉三１からこの薬が術

効ですという ふうに織 びつ かないんです

よ。 さ っ き の コ ン ク リ ー ト の 蔽 の よ う に、

ｌＯ 箏・先 と か ２０ 牢・先 を 思 う と、 嬉 礎 の 研

究がちゃんとできてないとやっ ぱり次に

続かない郡分があるので。

霞 久：依物 の研 究って の は、 禰と か に

柵かを施 して半牢くらい様乎を兇るっ て

ことなんですかア

尚 子：そう です ね、 病原 蘭 が禰 に付瀞

したときに、１爾方 にどんな変化が趨こっ

て い る か 兇 る っ て い う。

健 太郎 ：メ カニ ズム をま ずは解妙ヨする

と こ ろ か ら 始 ま る わ け。

尚子：突然変異 穣を無理に作るんです。

マウスなんかでもよく、 免疫系の欠損し

たマウスとかありますよね。 稲の遺伝平

の、 あ る 一’部 分 だ け を 壊 し て し ま う と い

う 手 法 が あ る ん で す。 こ こ を 壊 す と、 例

乏ば欄全体で榔びないとか、 根が榔びな

いとか不健康なことが蜘てくるわけです

よ。 そうすると、 その遺伝炉が何か闘係

してるんだろうということに。 ある程陵

は こ こ を や っ た ら た ぶ ん こ う な る っ て
二葦

想 し て。

健 太 郎：それ を実葡至す るわ け だ。 病気

にかかりにくい稲を研 究して、 締果約に

は稲の生滋徹を増やすってｌ１葦約？

尚 子 １ ゴ ー ル は、 病 気 に 強 い 稲。

健太郎 １薪種を作る９

尚 子１た ぶん、 繍気 を無く す こと はで

きないと一瓢うんですよね。 農薬を使わず

に、 棚 を 強 く し た い。 遺 伝 平 の■寸一で あ る

郷 分 だ け を い じ っ て、 ア タ ッ ク し に く く

な る よ う に。 た だ、 繍 熱 痛 は 棚 に は か か

るけ ど、 他の椛物にはかからない。 それ

は、 あ る一
藪 味 桝 究 材 料 な ん で す。 ど う し

て禰だけにかかるかっ ていう。

鍛逝だと、 束北で海水をかぶった１Ｉ１ん

ぼ で棚を脅 てる の がで義 ないっ ていう

じゃないですか。 こう いう 寮態が急に鯉

こ る と は 溜、わ な い の で。 そ う い う 応 捌 も

あるんですよね。 そうすると、 ある猫披

水１＝暑１が槻水かぶった後でも、できちゃうっ

ていう。 そういうことができ れば一薪賀

献腹は大慧いと、慰うんです けれ ども。

健 郎：そう いう 蕪礎 概究っ て かなり 時

閥がかかる でしょうア 萎榊而ってのは ど

うやってやるんですか？

尚 予：ＩＰＳ糊１胞なんてマスコミで府名に

な っ て る け れ ど 綴 緯 を マ ス コ ミ で 取 り、１二

げられてる んで、 あんなに雄々 しく （諦

価さ れま した が）。 どう いうところ をめ

ざすかっていうのは、 もちろん兜兇の
Ｉ粥

が あ る と 恩 う ん で す け ど。 た だ、 そ れ が、

欄と病気と かいったらす ぐにお 金になっ

たり、 何かに応，割で養るかっていうとま

だ 時 閥０）ス ケ ー ル が ち ょ っ と 変 わ っ て く

るので……。 やっぱり瑞穂 の圃っていう

じ ゃ な い で す か。 だ か ら、１ヨ 本 の 稲 を 守 っ

ていかなきゃならないっていうか。 襖底

にはそういう気持ちがあるんです。

＊ 身 近 に あ る主養た り 飾 で 便 利 ・ 安 全 な 坐、

滑。 そ れ ら を 支 え る 鍛 先 端 の 披 搬 に、 こ

こに膳るみ なさんが闘わっていらっしゃ

る。 輝かしい実績の陰には大変な ご替労

も伺えます。 未来の臼本の披術を掴うみ

なさん。 削慈と誇りを持って滋進してい

かれることを期待しています。

（担滋／大平■齋平）
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…１ 化 掌 の 授 業 か 終 わ る と 書 顕 先 隻

の 教 劇 こ全 徒 秘 欝 が る

中高一貫
一光と影一

吝田先生現場の薔悩を語る

溝陵の中嵩 一賛教奮 が平繊２６年慶 より姶家る。 鰯待

が禽まる一方でその ｒ効累」 に疑間麿投げかける摩

も弱 る。 こ の 紙し い溝 陵の かたち 稜 どう 昆る べき だ

ろうか。 こう いう犬 壷な改革に は必 ず洗と 影が伴う。

い蒙溝陵で串高一賛覆担当している奮蘭和亜先笠 （フ９

圃隻） に その現状と 展襲覆語って 紀らっ危。

２０１２隼５周２５鷲 溝陵薦校化掌研究蜜

醐 童 乎 ： 坂一水糸砲、 、三外 箆 海、 火 平 菅寄 子

中高一貿は三種類

蔓簿：溝 鱗のｉ｛嶋 一澱はどういう彬にな

るの？

畜 畷 ： 一一澱一） て一三 徽 類 あ る の。 微 殺

祭ザ 連 携 独 ・ 卵 等 教 祷^ 獺。 撚 並土の 揚 禽 は

三搬徽つくる。 麟 猟 の揚禽は倣殺澱に

決められている。 粋 抑）施虞違は望ク ㌢ス

８０ 瓶、 タト遜塞ξ紅び）
’カ カミ嚢多シ、とレ、う、 こ 批

が傍殺灘。 小石川のよ汚な、 桝寧鍬賞獺

で６例蔑コをズーっ と例 じ嬢鰯でやるグ）と

は搬本約に滋う。

溝陵が瞭鵜一一鍬を香簿懲して、 ７箏く ら

い 繍、 一一嚢到撚 板 し て辛 将 び 護 た！｛二１て 慈 て、

３ 仰 く ら い 綴 ・） た。 そ グ 澗 、 槻 祭 に 顯 た

学 校 の 数 は，５０ 校 く ら い。 ３糞蔓打 っ て る 学

校もある。 総燭参潜にしてるのは傍 殺澱。

悲しき現案

奮 畷 ： ミ ッ ク ス す る こ と に つ い て は い ろ

ん な意 蒐が ある。 でも、 「溝 鰻坐は２穣

類ではない」 そこ が纂木。 けれ ども、 …

プぎで皿⊥⊥償 に し て も 繍 媒 が 洲 な い ん で は一薮

昧がない。 今、 地域の生捷が漕駿に務こ

あざ矛えて；嚢萎蜜 っ て く る っ ても、う菱幕…葵｛ま なも、ｏ

袈 鱗には２籍 等グ）子かも しく は３務 手の

一芥。 各 噺 学ぴ）ト ッ プ は 他 に 流 れ る。 岬 陵、

深 忠 ね。
茎轡 陵 に は ３０■数 名、 深 忠 に は ２０

数彩、 だか ち、 薦校受駿で約６０塙が （２

ク ラ ス 分 く ら い だ ね。） が 流１二㍑ す る。
菱ド

鰻に串学があり、 松本に私並の壬芋１学があ

り、瑚
■瞭 （秀１■綱』等教育学校） 小 制焚だ一）

て茅教 （才教学１劇小学校・ｌｌ１学校） があ

り、 縞層その掌隼 で流繊するのは三桁。

３クラス 分、 憾ぼ上の層が外に繊てく っ

てこれか 翻犬なん愁。 だから、 縞校人試

の 廠 繊 は ど ん ど ん 下 が・） て る。 こ こ、 械

少傾陶が纐瀞になったってこと が、■１鴫

一 償 を 椥 棚勾に決めていく搬後０） ト）て

こ と に な っ た。

ミックスの難しさ

夏瀬：１年徽か ら６堺妓ま でを災期 にわ

たって レ パ り教噺を してカを付けてい

く・） て こ と じ ゃ な く て、 繍長洲 鴫 …一澱 と

はＩ亨え、 幸１Ｉ 判 洲 蝉、 縞 校 は 縞 校 み た い

な雰鰯 筑になっ てしまいかねな いよ ね。

そ批に商校の教燭が柳学も教克ると、１抑

学の教燭との闘に灘鰍が蜘る１１丁能撚はあ

る よ ね。

畜囲：特に鍛初のう ち、 小学
坐カ沖 学火

に な っ た と 慈、 い 護 で も 、 ゆ
……・ギ 汽中 ツ プ っ

て い う一董雪燦葦カ｛あ る よ う に、 そ
・こ は冷Ｉ勢ｉｏ）

施徽にう んと添鰹して欲 しいと恩ってて、

繋する に澱 々臓校の教蟻が授 剃こ入る、

そ う い う シ ス テ ム を 考 走 て い る の ね。 特

に、 機熟陵ない しは少人数で 援薬をやる

糊弼で、 巾学の兜敗と縞校の兜坐が葬鵜

に 綬 薬 に 入一）て、 途 巾 で 交 雛 す る と か ね、

様 々 な．ｌ１茨 を し な が ら。 少 人 数 で 棚 亙 に

乗 り 人 れ を す る。 こ れ が 篠 本。 そ れ で、

会議と かはね巾鵜６牢一賀。 これも分鰍

しないよう な杜綴み。 でも無理をしても

続かないので、 継続しながら分１断しない

よ う な。 そ こ は ね、 兜 外プぎ、 み ん な襲帳し

い つ て 誘 一） て る亡、

纂５簸 ：鋒菊孝受グ）±繋仰三憤券カ、ら葦ま、 タ春遜婁刻三１と戸ヨ

遼徽とは どう 扱ゐσ）？

欝 圃 ： 糠 鱗 は 杉 い な こ と に、 ク ラ ス と 授

薬 は 別。 だ か ら、 ク ラ ス に
一） い て は 究 企

ミ ッ ク ス。 粥 じ 翻 禽 で、 成 織 も も ち み ん

考 臓 し な が ら だ け ど。 雛 燦 に“二）い て は、

機熟陵を瓢む。 繍 刷ま成艦に応じて樹熟

陵 を 鰍 むσ）で、 恐 ら く１村 膨 ｋ は、 １二倣 に

入 っ て く る 外 滋 炊σ）一一繊 と１一^ 徽 に 授 薬 登

受ける。 そう い弓形になるんだゐうあ懲

麓 さ れ て る け ど、 １ 傘 グ） 榊 螂 に つ い て は、

内 遼 炊 は そｏ）嚢 護、 １二倣 織 座、 ア ド バ ン

ス トコ ー ん 霊学期 鋤だか ら、 引姜の試

験 の 時 に養簿燦 の 瓢 み 襟 え。 そ れ を、 ！勾
三
、

２箏と 続ける。 とこる が 酬溌塚麟すると

いうか、 １二傲機 は１二伽繍として榔 ばして

いくという伝統が縞校にはないんで、 そ

机 登、 校 内 令一
毅 す る の が な か な か 人 裟。

槻ぜるけ ど、 乎喋１１嶋 のよう なは ぼ１蝿じ

翻 含 で 宛 全 ミ ッ ク ス す る の は、 滞 陵 で は

外 狸１三の突カがなくてイｗ 縫。

縞校でミック スしてて成助してい為の

は、 例走 ば鰯山操 肌 鵜校を蝋倣捌に変

免 て ミ ッ ク ス し た。 広 鶴 榔 縞 は、 機 熟 燈

を 鵜 校 で 級 む と い う 形 で ミ ッ ク ス し た、、

遼 学 秘．雛 伽１鵬 校 っ て ね、 こ れ は ね、

稀望する受験科蓑ｆを養ちんととれる体綱

を組 むということ。 蘭分の諦望愛験に応

じ て、 か な り 逮 う カ リ キ ュ ラ ム を 鰯 入 悩

人 が 級 め る っ て い う こ と。

純：学校がばらばらになっちゃうん じゃ
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ない？

畜畷：そ れは本１】まにいや なんで漉 ぜる。

似し、 漉ぜカをｌ１炎する。 そ れが徽惣の

一欝搭本。 他の栄校でいいと慈扱ている

ことは嬢 刺灼に企撚徽１１寸して続く形で入

オ、て い 慈 た いｏ

翼潟１そう かあ巾 悩み多いな。 端で蒐て

る よ り襲誰しレ、よオａｏ

中途半端恋アピール

欝 予 ： 今、 渕型 桧 を や一） て ら っ し ゃ る じ ゃ

ないですか凸 凄く鰯狩して レ）しゃる保

奮嚢渚 の方は多 いようです が。 その巾 で、

本き１奏に どんなγを育てたい？って教脅ガ

釧⊥が い 塞 い ち 伝 わ っ て こ な く て も よ っ と

物姥りなかったっていう 感想 があったん

で す け れ ど師

竃騒：例えば、 偽１嚢１瀞が１郷瞭に；わ て欲

し い こ と＝と：し て、 燦 大・禽 絡 毅 似 人 奮 洲 す

んですか？禽絡率を柵パーセ ントにする

んですか？その遡の数徽婁噸 を疑灘爆の

灸寮１縞椴はもて ない。 公爽することなん

て で 慈 な い。 そ 扱 で、 物 槌 り な い っ て い

う グ）。

長騨県がｉ＝１嶋……償 教脅を公孜に入れる

と慈に、大学人試の爽繊だけ正二げ愛すよっ

て 簿 っ て、 人 批 て る わ け じ ゃ な い ん だ よ

ね。 も ち る ん、 溝 陵 だ っ て 合 格 突 織 は 筑

１こなるけ ど、 愛駿勉強だけ巾学か らやる

な ん て 企 然一響、っ て な い の で、 そ う い う 受

験勉繊だけ登させるような学校ではない

＆ い う こ と＝は ア ピ ー ル し た い衆）け。 一 づぎ

で、 葵 績 も 脇 し た い。 そ の葬璽 カ に つ い て

淳ってるつもりなんだけれども、 例え ば

数倣嗜１機がでてこないから、 分かり
づら

い、 ど こ ま で や る つ も り な σ）か が 分 か ら

な い っ て
’…繋わ れ ち ゃ う。 か な り 「こ う い

う刈三従を育てたい」 っては欝いてるつも

り てテ’曇ま あ る…ナ ど
’
堵♂ｏ

蔓 蒲蔓： こ れ （パ ン フ レ ッ ト） だ と ね、 寸采

護瀞は どこ にでも＝欝いてあ るよう なこ

とっていうイメ㎞ ジしか受けない。 やっ

か ら や っ て る 鍍 吻 ラ で、 ク ラ ブ 活 醐 も し、

一鴎 漉 も や り、 と い う こ と は や ら せ て お い

て、 授 薬σ）ガ は そ 机 こ そ、 極 端 に 縛 う と＝

秤備校っぼい授＝薬を ど一んとやっても 大

丈火 じ却ない かなっていう氣がするん だ

け ど ね
。。

竃 囲 ： 洲蓄校 獺 の 授 薬 は、一一韮舅学 校 で 欄甘）

て る か ら 成 り．
玖 つ 授 灘 で、 棚 学１猪 に 対 し

て は な か な か 難 し い と こ る が あ る、。

夏漉：私．
就は 刊蟻校から兜刈三呼んでる ん

だ け ど ね、 遜 徽 授 薬 と は 蜘 に ね螂

書 田 ： 私 炊 の よ う に し た い か一） て い う ＆

そういうわけでもない。

変わらなければ

密懸：鍛遼ぴ）僚徒は保守約で誉、 学校変

えたくね支っていうか、一＝普鴫 一澱を人批

ると、 今嚢での溝陵が裟わってしまう か

ら、 い や だ っ て 簿 う ん だ。 し か し 彼 ら

に と っ て は、 人一） て 養 た 蚊 ら が 精 陵｛ｋで、

そいつらと教燭で精鱗を体るんだよ。 こ

の 雄 蛾 で 瀬 張 ろ う っ て、 こ こ に 来 た い っ

て 人 っ て き て、 爽 際 に こ こ で で っ か く な っ

て 蜘 て 行 く っ て ね、 そ う で あ る た め に は

今の溝陵から変わらな慈 桃、けないし、

それを維持するためには幣に変わり続け

な 慧 帯 い け な いｏ

塞わりがどんどん変わって葵て、 例え

｛麦ぷ藪妻夢月陵カ｛吻・わ い い、 イ也に１卒１葺蕩一 貫^拳斐喉ぎ

の学校ができたりして、 状滉が変わって

い く の に、 溝 鰻 は 褒 わ ら な い で 慈 て い た。

だか ら、 土俵が１辛嶋
∵貫でいいか分か ら

な い け ど、 と に か く 変 わ な け れ ば。 こ こ

で学びたいという志のある優秀な生徒達

が来て、 爽際に学んでカを付けて外に閉

て打く、 それにはどう いうこ１とがで慧る

か、 っ て い う こ と を一・・依 懸 紛 徽 想 し て い

る 。

純 ： い い じ ゃ ん。 熱 い 先 坐 が い る ん だ か

ら さ。
■羨細 が こ１ん な に 熱 い や つ だ と、徽 わ

な か一）た。 （捌 裏隻／ 大 平 瀞 子）

遺謁

私 た ち は こ の イ ン タ ど ユ ー と＝ 渕 締 に、

命の溝陵依の 川 を取材慈 せて いた だい

た。 猟依グ）潮 馴三は私たちの鱗に北べる

と ｒ小 ぎれい」 に後っ た。 鮒 ドで洲念う

坐 從 た ち も み な 礼 儀】１三し い。 一」方 で 授 薙

ご＆に燃下をぞるぞろ と移鋤する様乎は

蛮わらない し、 数学の授薬で禽暫後の燃板

…一杯に刈推 が解熔 登欝く波溺楓 餓も１替の

ま塞だ。 料 隣１、ゆ 燃 ドには徽文が掲 げら

れていたσ）も機かしかった。 潮
…幾ぴ沁 Ｎ

Ａを残しながら、 どんな新 しい機陵グ）鐙

が胤えてくるのだろう か。

このＪ収材巾に萬木 昭磨 先隻 （６４鐵生）

の１１卜轍 を 知 り 塞 し た。 溝 陵０）一一階 代グ）終

篤を鍛徽す 馴１侠 釧こ一瓢え漢 した。 豚湘

δ１）箏陵か ら！７ 例 剛欲校 に碓職 慈枇、 滋

職後も弊常鋤と して、 今外の 川 ２舳 に

亡くなるま で教 蜘 こ玖た れてい護 した。

織木兜徽は二三澤勝衡兜徽や刊汕』１三燃兇坐

らと妓べて綴り綴が机るべ慧溝陵の伝統

を継 ぐ学荷であったと一激い婁す。 枇弊史

の授 薬で教科 欝に は舵誉れ ない ｒ総 談」

の大切誉と 酬三＝崎 を教えていただ慈、 よ

く 本 を 灘 め て く だ さ い 護 し た。 ツ ヴ ァ イ

ク 『人 類 の 鍛 の 蹄１剛「、 ロ マ ン ’ 鴛 ラ ン

『ジ ャ ン ・ ク り ス ト フ』・ ・ ■０ 努 漱 わ れ

われの 「かかな養会」 にお蜘でくだ慈っ

たと慈、 「１劣慧 奥慧滑カある 潮竣９）饗鰯

筑を感 じたく てここ に来護 した。」 と述

べられたのが邸象に残ってい嚢す。 ご興

欄をお祈りします。
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第４５徽 束 京 溝 陵 会 定 螂 総 会 ・一懇 親 会 は、

２０１１箏１０月１４臼 （金） 例年適りアルカ

ディア 市ヶ谷で瀦催さ れた。 今年の主妊番

幹寧は７８固年が担漸した。

参加者 は来賓２名 を含めて１７２名、 う

ち塊 役学劣 は１５名 であっ た。 こ こ数箏

２００名翻れが続いている。

窟燭総会は、 午後５時より ｒ飛一感の 削

で 開 始 し、 会 務 轍 緒、 会 計 灘 沓、 駿 食 轍

静、 勢 繋…計 爾、 予 銘、察 等 の 議 嫌 を つ つ が

なく 終 γした。

懇 親会 は、 午 後６階 より 帽 十 の閥」

で 労 澤 範朗 （７８薩１）、 斎藤 輿 澄 （７８匡劃）

お１二方の渕会により始まり、 伊藤縞光さ

ん （７８ 醐 の開 会 の辞 に 続養、 麟 森宏

一 会褒 （６３ 醐 の東 Ｂ本■大麓 災の 被 災

者へのお屍舞’いと 榊畷復興を祈願すると

と も に、 こ う い う 蹄 だ か ら こ そ、 濁 窓 の

絆を深めようとの挨拶、 ご来賓の松
…ド勲

弼 窓会 長 （５９ 酬 と 佐 藤 尚 登・槽 陵 商

校校 長はと も に挨拶 のな かで、 乎繊２６

年４州渕校予定の訂毛嶋 償校について諦

さ れ・会 場 の 閥 心 を 引 慈 付 け た。

鏡 閥慧は、 鍛 稚鍵の４５萎雌．北 澤箏 二

彦套んと鍛年 少の１１０１酬 汕 閥紳 介さ ん

を禽む５人により行われ、 小川勝鰯 飾会

長 （５９１則 の乾 杯で和 や かな 懇 親の 会

は 嫡 ま っ た。

学年別潜席のテーブルの閥を多くσ）人が

行慈かいなが ら、 久ツぎぶりの挨拶など談

笑の輸は幾つも広 がった。

最 後 は、 短 例 の１三１本 一一長 い 校 欲 を 演 壇

、正二の逃番斡繋７８１ｉＷｋと会揚が一体となり、

商校の脊潜時代を偲び声鴻 らかに歌いあ

げた。 俊藤 敏夫さ ん （７９ 剛 ０）発声で、

万歳三喝し、 午後８時唾５分閉会 した。 大

い に 盛 り．
１二が っ た 懇 親 会 で あ っ た。

６月３０口、 ホテル紅やにて定期 総会 が

行 われた。 昨年 度の決簾お よ び２０１２隼

度寧薬計爾・予算が可決さ れ、 役貴改選

で は 松 下 勲 会一長 と 馳 会一長 ５ 名 が 再 選 さ れ

た。 クラ ブ活勤嗣窓会後援会会討につ い

て は、５年 闘で工人工万１
１葦の 鐙助 を募っ

て い る。 現 在 １２４０ 名 の 協 カ 者 を 得 て い る。

が、 収 入 は 減 っ て 養 て お り、 今 後、 一 属

の支援 を婆講。

母校創」加２０燭 年記念 窮薬 に闘 して、

姐凹 常促幹塾として 矧奇和広氏 （６８聰１陛）

が 任 命 さ れ た。 実 行 委 蟻 は 会 長 以
一ド２玉名。

担洩８２腫畦。 記念名 簿の体裁は ｎ０燭 年

と岡様にし、２５００万ド］の特醐会討を組む。

花確なデータの収錐協カの呼びかけあり。

母校ｒ芋嶋 ∵貫校にむけ、 よりよい灘境

で学べるよう物 心爾繭での 変鍍を約東。

併殻ｒ卸学校を育ててい養たいという麓忠

を 焚 府。

会 の 鍛 後 に、 １２ 年 閲 の 擾 養 に わ た り、

二蟻脇 燭歴と して１渕窓会にご尿カ ドさった

武芥滞 閥氏 （５６１面眈） の遺任にあたり、

会から感鰍状と詑念品 が鰯られた。 後仮

…こ；まネ昧繕董瀦棄氏‘ （６８１互項々 三） カミ遥耽イ暖。

＊婁繊戯会／ 湖 酬 燃 桝１コ・商箏学校 校

獲 鰯友遭一 兜徽をお搬慈 し、「１刺商一

嵐教育一１酬１繰１ｕと諏繊 瀞愛一」 と魑し、

ご織波を頂く。

＊対談／現溝陵縞校教顧 倣翁俊先欲を

交え、 糾 舳三棚教論のコーディネー トの

もと対談が行われた。 呼蝉 では槻難を広

げ、 体 駿 を 穣 み、 学 ぶ エ ン ジ ン を
’大 慈 く

脅 て る。 鵜 校 で は、 切 確 球 麟 し な が ら、

縞い学力と徽きて働くカを。養う。 併設狽

卵鵜一徴校として成功することをめ ざし、

物心櫛磁でσ）支援を約束したい。

東京清陵会の現況

データベースから束東溝陵会の塊勢を

蒐ると次σ）とおりである （２０１２傘 朋 ３－

１三ヨ現 荏）。

１．東東糠陵会会蟻の施幾

（１） 賞 撚 麟 （束 京、 榔 奈 州、 チ 薬、 埼

二１三、 茨 城、 群一鴎、 栃 木） 准 傍 の１
葦竃 窓 倹

（ただ し、 遺会昨咄 者を 除く）。

（２） 拡庸して滋撚圏を灘れたが 変灘会

費を納 入している 渕窓坐。

２．会蟻現勢 総数３，
４２２名 （佳所不晩者

１，０８９名を１除く）

（１） 都県洲会買数

東 京 都１，６２２名、 獅 奈 川 県７１０名、 千

葉 煤４３０名、 埼 玉、
県４２§名、 茨 城 県７２名、

群、鶴 梁２６名、 栃 木 梁２６名、 そ の 他 Ｈ １名

（２） 年次郷会買数 （脳表至）

３、会 費納 人 状 況 （２０王１年４月 ～２０玉４隼３

ｊ葦会計期：２０玉２卒 蝸■末現在）

（玉） 納人者数 ４０７名

（２） 年次測会費納入者数 （別一爽１）

（３） 年度別納人額および人数 （渕表２）

会費ならびに

賛助金納入のお願い

２（）０５年度から実施した賛助金が毎年会

費 を ヒｌ１茎１っ て１寮 う じ て 年 閥 の 収 支 バ ラ ン

スを縦持しておりますが、 新 会討期初箏

陵の２０玉亘年も会鐙兼納薪が多く、 棚変わ

らず欝助金に頼る不健企な状況が続いて

おります。 会の泳続約発腰、 安窟約遼鴬

の 襯
一
１匁 か ら、 １９９２伴 ω董 に 導 入 し た 終 身

会 鏑捌腿を２０１４箏 朋 をもっ て魔１ヒする

こと及ぴり０１４年以隣の会徴と納入ツゴ法を

兇蔵すことが、 一昨牢の総会において承

総されており表す。

会鐙納 入につい ては、 ２０ｕ卒 州 から

の３例壽竃は、 従来どおり年１，０００凹とし３牢

分 を ま と め て３
，
００α二１］を お 変 払 い い た だ く

ことと、 賛助 金についても従來どおり余

徴孝１二以 額を藏１安 に終身会蟻 ならびに免除

会蟻の脅さ んにも ご繊カをお 願い してお

ります （騨しく は、 別罰緊「会徴について

のお知らせ」 を ご覧ください）。

凍凍溝駿会はお 変払いいただいた会徴

で、 お 季元にお脳け している 「東凍滞陵

会だより」 党行 などの遼徽鐙に充基董して

いることをご灘解いただき、 会徽なら び

に賛吻金の納 人の ご協カ をお願い します。

清陵勉強会が

東京清陵会の事業に

今傘朋 より 「溝陵勉強会」 が艇東溝

陵会の活動の一つと して 伽灘づけ られ、

より多くの方に参カ詞いただき 充爽 した魅

カある桝鐵の機 会に したいと思っており

ま す。

〔潜肇愛兜垣…滋６奉」Ｏま、１９９０苛
三
、養隻立多邑走蔓

人の衡 坂広作 （５０１嚢帷）、 巾村 平 治 （５０

１買腔、）、 拷斑弘 （５７１酬三） の３氏が 「ベル

リ ンの灘が崩壊 し、 束西冷戦の終縞で殴

界 は激震の時代を迎えており、
■肚界の動

き、 １ヨ本の動き についてもっと勉強しな

ければ」 と の溜、い で、 第 胴 勉強会 が本

郷 の束火教育学 都の教室を 借りて２月２０

Ｈ に ス タ ー ト し た の が 始 ま り。

講鮒の多く は、 清陵閲窓坐 に依頼して
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いたが、 テーマによっては閥 窓生以外の

講繍も鍋曜 した。 何れの講師も謝礼や
■交

通費はノ ーギャラで、 終了後 の懇親会に

招待するという だけにもかかわらず、 質

の高 い講義と質難 に３時閥近く語 して 下

さった。 蜘廠者からは連絡通儒費として

１００円を頂くだけだっ た。 滋初 から１００困

鷹ま での 事務局 は、 奇 鳥亮三 （５胴．
生）

と矢階悦螂 （５９鰯坐） の阿茂が担豊した。

勉強会メンバーは、 幾初広く茅炉 吃 開

放していたので、 溝 陵卒薬坐以外に二葉

高校の卒榮埜や清陵・二薬に鯛係 のない

参加 者もあり、 毎固２０人から３０人、 近年

は勉強会メンバーカミ；到到潜陵弼…窓企と 藪

なって蓉ており、４０人か ら６０人が顯廠 し

ている。 ２か月 に一疫、 偶数月 の鍛終 火

藷釧ヨの夕方に粥く年６頂１の勉強会の会場は、

滋初 の束 火の教 塞か ら都心 によ り近い

ＪＲ水遭 橘駅近く の三省 徴本枇 会議蜜に。

１剃社 の役輿 （後に社長） であった五味敏

雌氏 （５７嚢劃埜。） の嫌 意で１００鰯遼く まで

艦償提供頂けたのが、 この会が長続き し

た大慈な婆鐵でもあった。

２００６年 の亘Ｏ胴 １ヨか ら、 事務 局は新 た

に米１篶勉錫 （６３１頸腔）、 飯鳥 幽英乎 （７０

１璽１企）、 庸 徴
一 槻 （７５１蕎１敗）、 関 燈 拳 行

（７６鰯坐，） の４氏 が担 滋し、 会揚は水遺禰

駅近く の貸 し会議室で、 塞た今年 州 か

らは燭雌 会館 に移して、 この８月 の勉 強

会で１３５１簑１を数える。

今 ま で に 取 り．
ｊ二 げ た テ ー マ は、 脳 際 鯛

係、 外 鐵 事 傭、 国 内 政 治、 経 済、 金 融、

農 薬、 エ ネ ル ギ
ー、 螺 境、 詞 法、 人 権、

教 育、 隆 療、 健 康、 宇 笛 開 発、 互 丁、 コ

ン ピ ュ ー タ ー、 文 学、 出 版、 映１蘭１、 テ レ

ビ、 放 送、 宗 教、 考 背 学、 郷 土 史、 オ リ

ン ピ ッ ク な ど 多 岐 に わ た る。 テ ー マ に

よっては、 諏蕎カか ら駆けつけてくる会員

も い る。

勉強会の概要

●開催Ｅ／２ か月 に一度偶数月の 第４火

畷蘭 （亘２月は別に 定める） １８１００～２０：

００ 終了後、 講師を鰯んでの懇親会 （懇

親会費用は実費を割り勘）

●会場／ 剛堂会館 ビル （明治薬科 大学）

五階 会議窒 千代 獺区 組尾井駆３－２７

衛楽駆線麹町駅般旧①から徒歩４分

●会費／５００円

出廉 を希望される 方は、 下記にお闘い合

※ 狡 舎 繕 み 立 て 穫 型 の 問 い 合 わ せ 先１０３－３８１２－５８８７

わ せ 下 さ い。

事務局

米 山 麹 勇 （６３固 生） Ｆ孤 ０４３－２８７－２４２２

Ｍ ａ呈亘 ｍ を・ｙｏｎｅ３５４５ ＠ａｎｇｅｌ．ｏｃｎ．鵬 ｊｐ

ホームページを

リニューアル

２０玉２年６月２９臼 リ ニ ュ ー ア ル 版 を■試 行

挽供 しま した。 林尚孝東京溝陵会元会長

が２００４年１２月 に開 設以来、 この６月 末 で

に１２
，
５００件 の ア ク セ ス の あ っ た 「

’東 京 清

陵 会」 を リ ニ ュ ー ア ル し た も の で す。

Ｕ 肌 は、

ｈｔ的：／／ｗ ｗ ｗ９．ｏｃａ．嚢ｅ．ｊｐ
／㍗ｓｅ 卿 ｏ１／

まだリニューア ル條薬巾であり、 不十

分 な、淑 が 多 々 あ り ま す が、 今 後 は、 以 下

を充実させて参り蒙す。

束慕滴陵会の行勢 （総会、 溝 陵勉強会、

溝陵ゴルフ会など） の紹介、 会蟻の脅さ

んや学年会の稼事などの紹介、 束京岡窓

連ならびに商儒同窓連の行勢の紹介、 溝

陵鯛係憎 鞭のリンクも多く する。

皆さんからのご意兇につき婁 しても逐

次反映して参ります。

「東京清陵会」

事務局移転しました

２００毎年度よ り撃務燭を引奏受けていた

だいておりま した榊胴シティホテル （６５

腫陛 金乎充宏さん） から、 ２０１２年１月 ｍ

より小林公認会計Ｌヒ楽務所 （６胴 坐小林

鰯利さん） 内に移転しました。

榊羽シティホテルでは、 束京溝 陵会寮

務燭会議、 当番．幹勢の麓例会議や会報編

簾会議など諦々の会議闘催に便衡を１灘っ

ていただきま した。 会発麗のための力強

い ご支艦ご協力に感謝申し上げます。 有

難う ござい蒙 した。

新たな事務局小林公認、会許土勢務所肉

で は、 早 速、 事 務 局 会 議、 今 年 の 当 番 幹

靭９眺１三の麓例会議や編集会議の粥催な

どに小林さんの力強いご支援 ご協カ を頂

いております。 これからもよろしくお願

い い た し ま す。

事務局／ 刊１３－００３３ 束京都文京医本郷

１－１ト １４ 加奈利慶館７階

小林公認、会計土事務所気付

東京清陵会事務局

Ｔｅ１＆ Ｆａｘ ０３－３８１２－５８８７

護んで裏樽の慧を表し、
ε翼福をお祈り申し上１ヂます（敬称略）。

耽鰯 亙儀

三潔 三平

凶 醐

池肉

藤森

蜜籔

渚波

関

林

広瀬

福篤

米倉

稔

翼關

驚

鯵吉

偽次

文蹴

懸男

正次

脩 一

年次

（３５鰯〕

（３６團）

（３６回）

（３６固）

１３７圓）

（３７圓）

（３８圓）

（３８團）

（３８鰯）

（４０團）
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（４１圃）

（４１圓）
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（４２働）

（４２圃）

（４３園）

（４３鰯）

（妬園）

（４６園）

（４６圃）

（４６圓）

１４噸）

（４γ圓）

（４７圃）

（４８團）

（４８園）

（４９園）

（４９園）
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雄 二 郎 （４９愛）

伊藤 籔議

丑昧 盟榑
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粟林

申込

荻蟻

薩摩林

娑
、
姦
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（６２圓）
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（６４圓）
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● 事務局 に遵 総秒入 った方



東京溝陵会だより 第２３弩 ２０１２隼９ 則 ５貝発 行（１９）

融表１ 年次融会眞数と会費納入縞黒（２０１２鋒 朋 ３ 咄現在）

溢 １） 幾 桑：棄 剤 驚駿 会 に 登 録され て いる会 嚢 で、蕨 奮 不 窮 者を 除く。
２〕フド尾勇：以禽珪藁 察；簿匿葵会｛こ所 薦 して㌧、て葦見夜 所宅董不 甥σ）もθ）出

３） 会 幾：今 会蕎寺期（２０１１．４～２０１４．３）会 費 発 納 奮 捻 よひ
’
滋 繍 誉 の 人 数。

会 嚢 免 除 会 嚢（２０１１ 奪 嬢 縛、慈で７５歳 以 上、５８團 窒 城 前）の 人 数１，
１３、名

（内 終 慶 会 壌３３８名）

遂） 会 費 繍 入 護 鐵１
，
２７９名 と今 期 繍 入 養 数 の 劃 ま終 身 会 嚢 納 入 嚢、

その 伽 こよる．

５） 終 身 会 費 納 入 蜜 数１
，
２３０名

㈱ 災 嚢：１４３名、砺 荏 不 顎：７３名、邊 会 他：３３名）

別議 ２ 年慶刷会費警納入額および納入者数

７
，
４９９
，
２００門 １

，
３７１ 名

（２００５
．
４～２００８

．
３）

４
，
４０６
，
ＯＯＯ丙

２０１２兵巨劣月 ～

溢〕前 々灘、前 鰯 鎗 よ び 今 獺 納 入 繍 こは、幾 助 金 竜 会 繋 と し て処 理 さ れ て い る。

翻嚢 ３ 会買数と次翻繰越金の推移

収 支計 算蓄（案） 鋤 唯 蝸 畑～璽２０１２隼３馳１蟹 （禦 位１門）

２
，
７７３
．
０００

８
，
５４３
，
３４９

て１
，
３１６
，
３４９

塞事イ書金 ＝ 本著講４０
，
ＯＯＯ 学 校 ：１０

，
ＯＯＯ

２０１２年度収支予算（案）鋤 解４服 ～璽２０僻３月３１鵬 鯛）

、議 簸

て
，
て６０
，
０００

て８０
．
０００

１５０，ｏｏ０

８２０
，
ＯＯ０

２５
．
０００

８３Ｃ
，
０００

２０
．
０００

３
，
１８５
．
０００

８，６０６．８３７

１１
，
７９１
，
８３７

く溢〕 ２０，２率 魔 予 纂収 支 養 顎 は７ｅ，４０Ｃ習 の 不還 と な り ます。



（婁◎）餓惚隼９則 鵬 発朽 東東 瀞菱会だより 繁２３弩

鋤椚
譲・２ 嚢 番 掌 隼 （ア８ 圃 窒） 繁 ２ 圏 進 行 妻

議 ／綴 繁 会 議１ （；縛 鐵 シ テ ィ ホ チ ル）

ぺ 轟 繭儀岡懸運躍事会 （薪穣学村屡レ

ガ川
遂・ 携 商 億 闘 窓 遵 繁虞３ 鰯 綴 纏 ゴ ル ツ （繁

カ ン ト リ ー ク 茅 ブ）

魂・ 館 繁 ㌻ 團 撃 務 溺 妻 議 （紳 顕 シ 労 イ 衣

矛刈
仁 ３０ 幾鐙掌隼 （粥 鰯嚢） 繁３園進行会

議／編繁会議 （禅懸シ労イ球矛 川

§・ 鴻 棄 潔 閥 窓 遵 鞠 径 耀 事 妻 ・ 理 事 会 （ア

ル勿デイγ嚇ケ魯）

§ り１ 繭穫 閲慈遼畢威婁３隼麗総会 （衣

労 ル メ ト Ｑ ポ リ 索 ン 父 ドモ ン ト）

い 鎚 漆綴鞠径韓撃妻、騨撃妻（溝陵会麓）

６・ 鑓 漆 都 総 会 （ホ テ ル 紅 伸）

ア・２ 簾 寮 濁 慈 蓬 総 妻 （ア ル カ デ イ ア 嚇 ケ

谷）

ア・２ 幾 欝 掌 隼 （弼 鰯 隻） 鶴 嬉 鰯 遼 狩 会

議／綴簸会議 （紳鐵シヂィ球テ 川

グ 禍 寒水妻 ギ携代数鷲鰯」 奮譲船会 （繁

６鰯）

プ 鴉 籍径韓 撃妻 （繭鷺凶禽鰭）、 繊庸

讃 搬 義

ア・ 鋤 幾 欝 騨 隼 （凋 鰯 隻） 繁 ６ 鰯 遼 行 会

議 綴繁会議 （紳綴シティホ矛刈

轟・ 鱗 韓 馨 妻 （繭 驚 ぬ 会 館）， 麹 鷹 讃 ３嬉

嶺

魯・艀 嚢水会 瞬 代数驚観」 登譲む会 （繁

ア鰯）

§・循 妻報 ギ棄察薦駿欝芯より」 雛 景発

狩、 滋 村 ３，
６００ 綴

§・ 鴻 溝 機 化 ワ ー 寿 ン グ 繁 １ 團 例 蜜 （溺

簿濁）

榔 ぺ 繋凍妻 畷 飛数鳶観」 登議む嚢 （繁

嚢鰯）

禰１滅 鶏 蝸 鰯憲鰯総禽澱び懇綴妻 （ア

ル め ヂ イ ア 帝 ケ 魯）、 総 総 臓 讃 η婁嶺

柵・禍 繋寮薦駿妻ゴルフ㌶ンペ（駆等桜ケ

慶 ゴ 泌 フ ク ラ ブ）

鴻 ・ 鑓 本 郡 物 鐵 妻 蟻 な ら 沙毒二 滋 歳 継 銑

輩慰蟹漆嚢 （総綴誇）

禰 ・３０・ 鋭 繭 穏 嗣 慈 嬢 繁 幽 鰯 綴 鰹 旅 狩

（湧鰯濫轟）

｛ガ 聰 鰯儀嗣懲違繁 幽 鰯嚢鰯護ゴルフ （繁

灼 ン１㌔リ ー ク ラ ブ）

｛ガ 禍 馨務燭 移輸１こ鰯 する 打奮せ （小

稀公認会駁圭蓼務騎）

｛ガ 鴻 繋氷嚢 暇代数鷲鰯」登議む嚢（鶏

嚢鰯）

｛ガ 鴻 欝凄鰯 馨務濁 妻議 （紳懸シティ

泳チ川

１か １ 繭 橿 悶 懸 遵 慈 隼 禽 （称 テ 狐 メ ト Ｑ

ポ リ 多 ン エ ドモ ン ト）

狸 ・６ 滋 艦 化 ツー一考 ン グ 繁 隻 鰯 例 会 （轟

簿詞）

さ レ 魯 簾 潔 嗣 慈 遵 鞠 優 灘事 会 ・ 韓 蓼 禽 （ア

ル 釣 デ イ ア 嚇 ケ 谷）

推 ・禽 撃 務燭 移 転 に 傍 う 郵 獲溺 新 バ ーコ ー

ドの駆欝 （本郷嚢鞭 罵）

１２・蟹 繋 水 会 畷 代 教 腎 観」 を議 訟 会 （第

側 鰯）

被 ・１ア 幾 醤 掌 隼 （ア§ 鰯 隻） 第 １ 園 遼 術

会 議／編 簾 会 議 （紳 懸 シ テ イ ホ 労 狐）

醐投
ガ 婁０ 寒水嚢 「現代教鷲観」 登譲釘妻 （第

１１ 園）

ガ 貸１ 幾欝掌隼 （７§鰯生〕 籟隻鰯遼行禽

議／編嚢会議 （小林会謙±事務所）

１・３１ 瀞 襲勉 強 会 韓 蓼 と 蓼 務 局 の 打 禽 せ

（麹町蕊窪壌）

か 壌 簾寮閥慈蓬平磁 幽 箪薪隼会 （アル

釣 デ イ ア 諦 ケ 魯）

２ １魯 幾欝掌隼 （鷲 鰯塗） 繁３鰯進術会

議／編集会議 （小赫禽融全事務蕨）

か ２３ 蓼務属移 靭こ伴う鰯驚議欝努への

渤 り 欝 え

２昔２§ 蒲 陵 嗣 窓 禽 本 綴 殺 蟻 会 （濡 駿 妻 鰯

３ １ 嚢氷会 鵬 航教竃観」 登議な禽 （簾

没 鰯）

３ “ 満性舵ワー寿ング繁３鰯働妻 （爾簿

筒）

３・ 幽 娑 醤 掌 隼 （７蟹 鰯 隻） 簾海 鰯 遼 術 妻

議／綴繁妻議 （小林会嚢青全蓼務研）

ｓ 泌 棄潔嗣怒遵鰯鰹ゴ狐フ （越窒ゴル

フクラブ）

醐推
４。 艘 繁、 鰯 馨 務 属 会 議 （小 撚 公萎饗会 謝

士蓼務所）

４・婁壌 繁 焔３ 鰯 溝 陵 勉 強 妻 （剛 愛 会 鑓 ジ

議繍 山鰯俊一 （轟ｏ）

仁 蝸 鑓 鰯生撃葬懇綴会

幻 雛 幾欝撃葬 （凋 鰯壷） 欝δ鰯鐘狩会

議／編繁会議 （小撚妻討吐撃務砺）

§・ 柵 …萎菱事 会 覇 と の 憲 蒐 焚 換 壷 （繭 驚 ぬ

妻鯛）

い 禍 幾番撃鋒 （凋 鰯塞） 繁６鰯鑑狩妻

議／綴纂蜜議 （小稀会融全馨務蕨）

５・ 憎 繭 鱈 鰯 慈 嬢 憲 麟 総 禽 （添 矛 狐 メ ト

Ｑ 斌 リ 参 ン ヱ ドモ ン ト）

ポ 隻 溝駿本鰯隅懲妻韓馨会

６１３ 薪 顕 次 麟 塗 灘１００隼 認 愈 譲 瀬 秦 （繭

誘蹄疑恕ン潔一）

ポ 循 幾欝掌葬 （飛 鰯隻） 鶏ア鰯遼狩会

議／編繁禽議 （小林会融全撃務蕨）

６・ 鑓 繁１３４ 鰯 蒲 駿 勉 強 会 （翻 藍 会 鍵） ・

議餓 小林和緊 （６２）

竃・ 鋤 瀦 陵 漆驚 隅 簸 禽 総 妻 ・ 懇 鰯 会 （泳

矛ル紙や）

ハ ３ 妻鰯 鰯鱗綴鑑会議 （櫛弼シ矛イ添

夕川

ア η 棄察閥慈遼総会・懇綴会（η 肋 デイ

ア 帝 ケ 蕎）

プ 偲 会綴鰯酵綴纂妻議 （繁婁鰯） （紳畷

シ予イホ矛 川

ダ 鑓 籍任 韓撃会 （爾 欝幽会館）、 畿魔

護 醐 義

ア。黛轟 幾±騒 掌 隼 （ア§ 鰯 隻） 繁８ 鰯葦鐘看予会

議／綴簾妻議 （小林禽諭士蓼務所）

ポ 鰯 繁 焔§鰯 瀞嚢勉強会 （鰯瞳 禽麓ジ

議繊 小滋一畢 （珊）

嚢・３０ 撃 葬 韓 蓼 妻 （繭 欝 泌 禽 館）

蝪 弗飼 会報 陳 潔瀞嚢欝澄より」 鰯 弩

発行

郷・漉 鶏 鍋 鰯総畿・懇綴会（η 肋 デ吋

ア 嚇 ケ 蕎）

１０・総 簾潔濡駿妻 カ り つンベ（琢一 外

ヒ ル ズめ ン ト リ ー ク ㌘ ブ）

１ガ 汚 繁貸鰯 馨務属会議 （小撚 公認 会

諭±馨務所）

その飽 寒氷会

薦 陵 勉 強 会 （餐 層、 側 湧、 惚 蟻 澱 則

偶数層鵜４火躍饗）

鰯 鴨 睡ゴルフコンペ⑳置案内
錘 鰻 の 交 瀦・鶏 磯 暖難 ね てづ ルフコン ベ 登下 認 の 襲 碩 で鰯 催 し蜜貧。

鰯糞萬隻巨など１蕊養繋も、禽牽）逆ｏ）う桑、穣葦二）て讐峯奏お竃くだ 嘗も
、
。

繊 醐誇：柵 剛 蝸 （火） 轟鱒集禽 郷藷ス多一ト

繊 鰯所１孝一ク セ ル ズ勿ント１プークラブ（簾 闘 璽蜜動 軍 遼／大 斜 （より孤閉、約 篶 紡）

繊 プレ ー 代：篶，蜘§縄（蟻 食 付 峠 ヤ デイ 榊 嚢 驚：５，ｃｏ◎円

繋 棚 鰭 繁 ⑳ 芳 は、惣ｅ３－３５鴻一婁３雛 ス参ジ オパ 多ム… 溝 氷（幽 鰯）蜜で箏

葬鮎 の 螺 創 ま、億 爾１鐙 給 率 業 酢 違 絡 究蜜 鯛 読 の 上、

凄５寧 し 込 み く 花 書も㍉（葎ゑ芙：⑪３一三姜５１８一；…三…豊養）岨

繊 鱒 蓼 ㎜ 藤 籍 澄 一（錫 鰯），小 漉 健溜（鱗 畷）

鯵 零 柵 潟１竈 釧こ駆 繋 艦 秘 澄 ガ ル フク 管ヅ で 術

わ 汽 た 繁 禍 灘 鴛
’
ル フ 饒 ン ペ。 η 義

秘 馨 撚、 穫

護蕃｛ま湧 禽｛欝竜邑謹んく６３灘）。

１ 燃

繊


